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１ 沿 革

１ 高知書籍館時代

明治１２年 ８月 高知公園内懐徳館に高知書籍館（しょじゃくかん）を設置する。本図書館

の始まりである。蔵書冊数３５,１８６冊。

２ 高知図書館時代

明治２１年１０月 書籍館を高知教育会に寄託し高知図書館と改称する。

明治２９年 ５月 高知市丸ノ内（現高知城ホール）に高知図書館が新築され懐徳館から移転

する。

３ 高知県立図書館時代

大正 ５年 ３月 高知市丸ノ内６番地に高知県立図書館が落成する。

大正天皇御即位の記念事業である。

大正 ６年 ４月 巡回文庫を開設する。

大正 ６年 ５月 図書の館外貸出しを開始する。

大正 ６年 ９月 『土佐史談』第１号を発行する。

大正１５年 ４月 高知県立図書館報第１号を発行する。

昭和 ５年 ２月 開設５０周年記念式典を挙行する。

昭和 ９年 ２月 文部省から高知県中央図書館の指定を受ける。

昭和１３年 ８月 夏季大衆講座を開設する。

昭和１４年１１月 国民精神総動員文庫を開設する。

昭和１５年 ４月 産報文庫を開設する。

昭和２０年 ７月 戦災のため館舎は焼失し、疎開寸前の蔵書１３万冊は灰燼に帰する。

昭和２１年 １月 山内家より山内文庫の寄贈を受ける。

昭和２１年 ８月 海南中学校（現小津高校）で臨時開館する。

昭和２３年 ７月 全国初の自動車文庫を開設する。

昭和２５年 ６月 高知市丸ノ内３番地に新館落成、開館式を行う。

昭和２６年 ８月 子ども図書館学校が始まる。

昭和２８年 ６月 古文書研究会が始まる。

昭和２８年 ７月 日米センター増築開館する。

昭和３０年 ４月 開架式閲覧方式を始める。

昭和３２年 ３月 長宗我部地検帳の出版を始める。（全１９冊、昭和４０年３月完了）

昭和３６年 ４月 『土佐史談』通巻１００号記念誌を刊行する。

昭和３６年 ４月 特許公報類分類整理事業を始める。

昭和３７年 ４月 維新志士百年祭を行う。

昭和３７年 ９月 農業文庫を県下の農業指導所に置く

昭和３８年 ４月 「親子ひととき読書運動」を始める。

昭和３８年１１月 土佐史談会が高知県文化賞を受ける。

昭和４０年 ４月 へき地学校巡回文庫を開設する。

昭和４１年 １月 長宗我部地検帳の出版に対して、高知県出版文化特別賞を受ける。

昭和４３年１０月 第１回高知県図書館大会を開催する。

昭和４３年１０月 自動車文庫２０周年記念表彰式を行う。

昭和４５年 ３月 農業文庫を本庁（農林部）へ移管する。
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昭和４６年 ４月 走るこども図書館（自動車文庫）を開設する。

昭和４７年 ４月 新館建設のため塩見文庫へ一時移転する。

昭和４７年 ８月 古文書研究会４００回記念事業を行う。

昭和４８年 ４月 新館にそなえて、２課５係制に機構改革を行う。

昭和４８年 ６月 ４８年度文化庁補助事業による古文書等緊急調査事業（川北文書）を実施。

昭和４８年 ８月 新館落成式を挙行する。

昭和４８年 ８月 図書の貸出しをブラウン方式に変更する。子ども読書センター発足する。

昭和４８年１０月 全国図書館大会を高知市で開催する。

昭和４８年１２月 『皆山集』の出版を始める。（全１０巻、昭和５３年３月完了）

昭和４９年 ３月 高知県公立図書館長会が発足する。

昭和４９年１０月 四国地区読書普及活動研究集会を高知市で開催する。

昭和４９年１０月 ４９年度文化庁補助事業による古文書等緊急調査事業（川北文書）を実施。

昭和５０年 １月 四国地区児童図書館員研修会を高知市で開催する。

昭和５０年 ４月 図書館法公布２５周年（図書館記念日）を記念して植樹を行う。

昭和５０年 ７月 昭和５０年度全国移動図書館研究集会を高知市で開催する。

昭和５０年１２月 身体障害者利用のための施設改造を行う。

昭和５１年 １月 県下郷土資料総合目録の出版に対して第２０回高知県出版文化賞を受ける。

昭和５２年 ４月 館長の下に次長制をしく。

昭和５２年 ６月 高知県立図書館報（『とさみずき』）を復刊する。

昭和５３年 ４月 対面朗読を開始する。

昭和５４年 １月 第１０回高知県図書館大会を室戸市で開催する。

昭和５４年 ２月 『皆山集』の出版に対して、第２３回高知県出版文化賞を受ける。

昭和５４年１１月 開館１００周年記念行事として、功績者及び寄贈者に表彰状及び感謝状を

贈呈するとともに、貴重蔵書特別展を開催する。

昭和５５年 ３月 対面朗読室を改造し、視力障害者の誘導道路を設置する。

昭和５６年 ９月 四国ブロック図書館職員実務講習会を高知市で開催する。

昭和５６年１１月 昭和５６年度全国公共図書館奉仕部門研究集会を高知市で開催する。

昭和５７年 １月 『憲章簿』の出版を始める。（全７巻、昭和６１年１２月完了）

昭和５９年 ５月 高鴨文庫を開設する。

昭和５９年１２月 四国ブロック図書館職員研修会を高知市で開催する。

昭和６２年１２月 第１６回全国移動図書館研究集会を高知市で開催する。

昭和６３年１０月 昭和６３年度中国四国地区県立及び政令市立図書館長会議を高知市で開催

する。

平成 元年１０月 第２０回高知県図書館大会記念講演会を高知市で開催する。

平成 ２年 ４月 工業所有権広報類地方閲覧所を高知県工業技術センターに移管する。

平成 ２年 ６月 『南路志』の出版を始める。（全１０巻、平成９年度完了）

平成 ５年 ３月 高知県教育委員会が県社会教育委員会に対して、「今後の県立図書館の整

備・運営のあり方について」諮問する。

平成 ６年 ３月 高知県社会教育委員会が同上の諮問に対する答申を行う。

平成 ６年１１月 日曜開館を実施する。

平成 ７年 ３月 「新高知県立図書館整備構想」を高知県教育委員会が発表する。

平成 ８年 １月 平成７年度中国・四国地区公共図書館研究協議会並びに平成７年度中国四

国地区県立及び政令市立図書館長会議を高知市で開催する。

平成 ８年 １月 『土佐史談』通巻２００号記念誌を刊行する。

平成 ８年 ９月 資料の書誌情報のデータ化作業を開始する。
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平成 ８年１１月 第２８回児童に対する図書館奉仕全国研究集会並びに平成８年度日本図書

館協会公共図書館部会児童図書館分科会委員会を高知市で開催する。

平成 ９年 ９月 子ども読書室の開館時間を午前９時から午後５時までとする。

平成１０年 ２月 『南路志』全１０巻の出版に対して、第４２回高知県出版文化賞特別賞を

受ける。

平成１０年１２月 『土佐國群書類従』の出版を始める。（全１３巻、平成２２年完了予定）

平成１１年 １月 文部省事業による、衛星通信を利用した教育情報通信ネットワークシステ

ムの受信設備整備。

平成１１年 ３月 北側玄関の自動ドア化と、車イス進入斜路拡幅の改善をする。

平成１２年 １月 １階に移動式書架を設置する。

図書館情報システム導入準備等のため３月末まで長期休館する。

平成１２年 ４月 図書館情報システムを運用開始する。

館内組織を総務課、資料課、利用サービス課、普及協力課の４課制に改正

する。

平成１２年 ７月 ホームページを開設する。

平成１２年１２月 １階に移動式書架を追加設置する。

平成１３年 ４月 国立国会図書館総合目録ネットワークに参加する。

平成１３年１２月 「屋上防水等改修工事」完成する。

平成１４年 ２月 「照明設備改修工事第 1 期」完成する。

平成１４年 ３月 図書館情報ネットワークシステムを設置する。

平成１５年 ２月 「照明設備改修工事第 2 期」完成する。

平成１５年 ８月 「塩見文庫」の公開を始める。

平成１５年１０月 「クーリングタワー取替工事」完成する。

平成１６年 ２月 「照明設備改修工事第３期」完成する。

平成１６年 ２月 高知県視聴覚ライブラリーを高知市大原町の高知県教育センターへ

移転する。

平成１７年 ４月 資料課を情報資料課に名称変更する。

平成１９年 ４月 総務課を廃止し、４課制から３グループ制とする。（情報資料課を情報資料

グループ、利用サービス課を利用サービスグループ、普及協力課を普及協

力グループに変更）

平成１９年 ４月 IT 環境の充実のため、公衆無線 LAN を２階ジョブコーナーに設置する。

平成１９年 ５月 高知大学総合情報センター（図書館）と相互協力に関する協定を締結する。

平成２０年 １月 移動図書館バスの車体に広告主を募集開始。

平成２０年 ３月 図書館情報システムを更新する。

平成２０年 ４月 館内組織をグループ制からチーフ制に移行する。（支援協力担当チーフ、情

報資料担当チーフ、利用サービス担当チーフを置く。）

平成２０年 ４月 広告掲載の移動図書館バスの運行を開始する。

平成２０年 ４月 宅配貸出（障がい者）サービスを利用開始。

平成２０年 ７月 高知県モラロジー協議会青年クラブ連絡会より児童書３９冊寄贈を受ける。

平成２０年 ９月 山本貴金属地金株式会社からの寄付によりプログラミングやウェブ・デザ

インの図書を中心とした「ヤマキン・ライブラリー」を２階ジョブ・コー

ナー内に開設する。

平成２１年 ３月 国際ソロプチミストよさこい高知より児童書１３０冊寄贈を受ける。

平成２１年 ４月 坂本龍馬研究者・作家故宮地佐一郎氏の旧蔵書を収めた「宮地佐一郎文庫」

を公開する。

平成２１年 ４月 移動図書館バス運行を委託する。
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平成２１年 ８月 「高知県の図書館行政のあり方」を提言する。

平成２１年１０月 高知県モラロジー協議会青年クラブ連絡会より児童図書１６１冊の寄贈を

受ける。

平成２１年１２月 山本貴金属地金株式会社からのふるさと寄付金により、「ヤマキン・ライブ

ラリー」に図書を購入する。

平成２２年 ３月 高知新聞データベースを導入する。

平成２２年 ３月 １階書庫（№８）を移動式書架に改修する。玄関前を修繕し、駐輪場を設

置する。

平成２２年 ３月 高知工科大学附属情報図書館と相互協力に関する協定を締結する。

平成２２年１２月 山本貴金属地金株式会社からのふるさと寄付金により、「ヤマキン・ライブ

ラリー」に図書を購入する。

平成２２年１２月 子育て支援図書セットを県内市町村図書館等へ貸出開始する。

平成２３年 １月 子ども室に子育て支援図書コーナーを設置する。

平成２３年 ３月 新図書館基本構想が策定される。

平成２３年 ４月 利用サービス担当チーフ及び司書１名が新図書館整備課の兼務職員となる。

サピエ図書館会員となる。

平成２３年 ６月 旧大栃高校（香美市）に外部書庫を設ける。

平成２３年 ７月 新図書館等複合施設整備基本計画が策定される。

平成２３年 ７月 高知学園短期大学図書館と相互協力に関する協定を締結する。

平成２３年 ７月 倉庫３に空調設備を設け、マイクロフィルムを移転、保管する。

平成２３年１２月 山本貴金属地金株式会社からのふるさと寄付金により、「ヤマキン・ライブ

ラリー」に図書を購入する。

平成２４年 ２月 『土佐國群書類従』全１３巻の出版に対して、第５６回高知県出版文化賞

特別賞を受ける。

平成２４年 ３月 新図書館基本設計が完了する。

平成２４年 ３月 高知県立大学総合情報センターと相互協力に関する協定を締結する。

平成２４年 ３月 高知短期大学総合情報センターと相互協力に関する協定を締結する。

平成２４年 ３月 高知県国際交流協会と相互協力に関する協定を締結する。
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２ 施設の概要

(1) 施設の概要

所 在 地 高知市丸ノ内１丁目１番１０号

敷 地 面 積 ４，４１３．７５㎡

建 築 面 積 １，３４２㎡

延 床 面 積 ３，８９６．１７㎡

建 物 鉄筋コンクリート３階建（一部４階）、自転車置場

設 備 冷暖房装置、一部完全空調、炭酸ガス消火装置、エレベーター

図書収蔵能力 設計上約３０万冊

閲 覧 室 ２０３席（１階 子ども室 ４３席、２階 １６０席）

事 業 費 約３億２千万円

着 工 昭和４７年７月

竣 工 昭和４８年５月

(2) 各階の配置概要

１ 階 玄関ホール、展示コーナー、書庫、子ども読書室、同研究室、車庫、守衛室、

機械電気室、トイレ、階段、エレベーター

２ 階 書庫、貴重書庫、カウンター、郷土資料コーナー、開架資料、利用者端末コーナー、、

東閲覧室、洋書・新聞閲覧室、西閲覧室、ジョブコーナー、サーバー室、対面音訳室、

トイレ、階段、エレベーター、公衆無線ＬＡＮコーナー

３ 階 書庫、会議室、郷土資料庫、館長室、事務室、休養室、女子更衣室、トイレ、階段、

エレベーター、土佐史談会事務局

※ ２・３階の書庫は吹抜け４階積層組立書架
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３ 運営の方針

(1) 高知県立図書館の目的と運営方針・事業方針・事業目標

１．高知県立図書館の目的

① 高知県民の生活に役立ち、心をより豊かにすること

② 高知県内の図書館・図書室等を活性化すること

２．高知県立図書館の顧客

① 高知県民

② 高知県内の図書館・図書館職員

③ 高知県庁・出先機関の県職員

④ 県内市町村職員

⑤ 高知県立図書館しか所蔵していない資料の利用を求める個人または団体

３．運営方針

① 従来型の県立図書館像にとらわれず、今の高知県に必要とされるサービスを積極的に提

供する

② 新たなサービスに対応できるよう研修体制を整える

③ 限られた資源で目的を達成するために、事業や収集資料などで「選択と集中」を進める

④ 事務の効率化を図る

⑤ 県民にとって図書館が身近なものになるように、効果的なＰＲ戦略を確立して実行する

４．事業方針

① 高知県の現在と将来を担う人づくり、人育てを支援する事業を行なう

② 県民の今の暮らしを支え、地域を活性化する事業を行なう

③ 高知県内の図書館・図書室等を活性化するための支援事業を行なう

５．事業の７本柱

これまでに蓄積された資料と職員の力を最大限に活用してレファレンス業務の充実を図

り、高知県立図書館の目的の実現を目指す。以下に事業の７本柱を定めて目的実現の道筋

とする。

① 県内読書環境の整備

ア. 県内図書館資料の相互貸借を活発化させるため物流体制の整備に努める

イ. 市町村立図書館への支援を見直し、より効率的で効果的な支援体制の整備に

努める

ウ. 県内の図書館員を支援し、情報交換を活発化する

エ. 第二次子どもの読書活動推進計画に沿って、子どもの読書活動推進に関わる

人材育成を推進する

オ. 市町村を通じて学校図書館を支援する

② 地域活性化支援

ア． 地場産業や商工業・観光業を支援できるような資料・情報を提供する

イ． ボランティア団体やＮＰＯ活動を支援できるような資料・情報を提供する

ウ． 地域活性化に取り組む人材を育成するための資料・情報を提供する
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エ． 事業所経営者や従業員の仕事上の問題解決を支援できるような資料・情報を

提供する

オ． 事業所経営のヒントになるような資料・情報を提供する

カ． 地域活性化に取り組んでいる県・市町村職員に役立つ資料・情報を提供す

る

キ． 関係諸機関と密接に連携して事業を展開する

③ 政策立案支援

ア． 政策立案を支援できるような資料・情報を提供する

イ． 効果的な資料・情報提供ができるよう県政情報室や議会図書室と密接に連

携する

ウ． 県庁職員の仕事上の問題解決を支援できるような資料・情報を提供する

エ． 市町村立図書館を通じて市町村職員の政策立案も支援する

オ． 職員能力研修センターなど関係諸機関と密接に連携して事業を展開する

④ 起業・創業支援

ア． 起業・創業を支援できるような資料・情報を提供する

イ． 新産業創出を支援できるような資料・情報を提供する

ウ． 知的財産の創出・保護を支援できるような資料・情報を提供する

エ． 起業・創業促進に取り組んでいる県・市町村職員に役立つ資料・情報を提

供する

オ． 関係諸機関と密接に連携して事業を展開する

⑤ 若者就業支援

ア． 小中高校生、大学生に就業・職業に関する資料・情報を提供する

イ． 高等学校の就職担当の教職員、大学就職部を支援できるような資料・情報を

する

ウ． 学校・大学が実施する職業体験事業を支援できる資料・情報を提供する

エ． ハローワークなど関係諸機関と密接に連携して事業を展開する

オ． 若者就業促進に取り組んでいる県・市町村職員に役立つ資料・情報を提供

する

カ． 他の生涯学習施設とも密接に連携して事業を展開する

⑥ 健康生活支援

ア． 予防医学や健康維持に関する資料・情報を提供する

イ． 闘病している患者やその家族を支援できる資料・情報を提供する

ウ． 公立図書館による効果的な健康・医療情報提供の方法を研究する

エ． 本事業に係るボランティアなどの人材育成を支援する

オ． 病院・福祉施設などの関係諸機関と密接に連携して事業を展開する

⑦ 郷土・行政資料の整備・充実と利用促進

ア. 貸出可能な郷土・行政資料を増やす

イ. 所蔵している郷土・行政資料のデータを整備して利用の促進を図る

ウ. 郷土・行政資料を活用した展示等を実施して利用の促進を図る

エ. 郷土・行政資料収集のために県庁や県内市町村からの寄贈ルートを確立する

オ. 関連諸機関や団体と連携して事業を展開する
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６．事業目標

重点課題 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

①
新図書館計画への参画（計画、設
計）

②
県立図書館の担うサービスの明確
化と実施方法の検討

③ 高知市民図書館との交流

④ 開館に向けた計画的図書購入

新⑤ 資料の蔵書統合及びシステム統合

① ビジネス支援の拡充

② 医療・健康情報の拡充

③
レファレンス機能の向上、相談件数
を増やす取組の検討

④ 県民ニーズから課題の把握

⑤ 障がい者サービスの拡充

⑥ 情報発信の拡充

⑦ 関係機関とのネットワークの構築

① 市町村支援担当職員の設置

② 市町村のニーズから課題の把握

③ 図書館を支える地域づくりの支援

④
市町村を通じての学校図書館への
支援

① 司書の職歴に応じた研修

②
レファレンスの能力向上（分野別専
門司書の養成）

③
日本図書館協会認定司書の資格
取得の促進

④ 市町村図書館職員等への研修

① 郷土資料等未整理資料の整理

② デジタルアーカイブの構築

③ 出版事業

総

括

内容

新
図
書
館
計
画
へ
の
対
応

図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

市
町
村
支
援
の
充
実

人
材
育
成

資
料
収
集
保
存

提
供
の
検
討
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◇平成２４年度の運営

１ 組 織 （平成 24 年 4 月 1 日）

(1) 組織図及び事務分掌（( )内は正規職員の人員）

(2) 職種別職員構成

職 種 正 規 職 員 非 常 勤 職 員 臨 時 職 員 計

事 務 ６ ７ １３

司 書 １２ ６ ３ ２１

指 導 主 事 ４ ４

計 ２２ ６ １０ ３８

館 長（1 名） 次 長（1 名）

図書館協議会

5 名
・ 図書館協議会に関すること

・ 移動図書館に関すること

・ 市町村の図書館活動の支援に

関すること

・ 読書活動の普及に関すること

・ その他図書館の運営に関する

こと

・ 図書館資料の収集、整理及び目

録の整備に関すること

・ 資料、情報の調査及び相談に関

すること

・ 図書館情報システムに関する

こと

・ 図書館資料の利用に関する

こと

・ 読書相談及び集会活動に関

すること

チーフ

（支援協力担当）

（1 名）

チーフ

（情報資料担当）

（1 名）

チーフ

(利用サービス担当)

（1 名）

(17 名)
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(3) 高知県立図書館協議会委員名簿（任期：平成 24 年 5 月 1 日～平成 26 年 4 月 30 日）

氏 名 所 属・職 名 区 分

岡 敦子 高知市立旭小学校長（高知県学校図書館協議会会長） 学校教育関係者

藤戸 博孝 芸西村教育長（芸西村立図書館館長） 社会教育関係者

貞岡 美樹 社会教育委員(家庭教育分野) 家庭教育関係者

加藤 勉 高知大学人文学部教授 学 識 経 験 者

冨沢 治 高知工科大学マネジメント学部教授 〃

(4) 職員名簿（平成 24 年 4 月 1 日現在）

職 名 （職 種） 氏 名

館 長 （事 務） 田 上 日 出 男

次 長 （ 〃 ） 宮 脇 敬 子

チーフ（支援協力担当） （事 務） 大 野 ま ゆ み

チーフ（情報資料担当） （司 書） 谷 岡 祥 子

チーフ（利用サービス担当）（ 〃 ） 山 重 壮 一

主 任 （事 務） 野 村 正 雄

〃 （司 書） 竹 田 尚 美

〃 （事 務） 武 田 昌 子

司 書 （司 書） 古 谷 留 美

〃 （ 〃 ） 和 田 幸

主 幹 （ 〃 ） 尾 形 千 晶

主 査 （事 務） 山 下 幸 子

司 書 （司 書） 山 本 那 美

〃 （ 〃 ） 上 岡 真 土

〃 （ 〃 ） 宮 脇 奈 那

〃 （ 〃 ） 中 嶋 浩 平

〃 （ 〃 ） 松 本 理 沙

〃 （ 〃 ） 大 谷 有 希
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職 名 （職 種） 氏 名

主任指導主事 （教 員） 菊 池 園

〃 （ 〃 ） 坂 本 靖

〃 （ 〃 ） 渡 邊 哲 哉

〃 （ 〃 ） 田 上 展 久

非常勤職員（司 書） 森 田 宰 子

〃 （ 〃 ） 松 本 有 加

〃 （ 〃 ） 竹 﨑 和 美

〃 （ 〃 ） 片 田 靖 代

〃 （ 〃 ） 土 居 美 香

〃 （ 〃 ） 牧 野 久 美 子
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２ 平成２４年度予算（当初）の概要

（単位：千円）

項 目 事 業 名
平成 24 年度

当 初 予 算 額

平成 23 年度

当 初 予 算 額

対 前 年 度

予 算 増 減 額
内 容 説 明

図書館

管理運営費
188,083 190,358 △2,275

・ 一般職員給与（22 人） 152,067

・ 光熱水費 7,768

・ 清掃等委託料 11,843

・ その他の運営費 16,405

出版事業費 2,125 2,022 103

・ 印刷製本費 1,694

・ その他出版に要する経費 431

図書館活動費 123,341 46,540 76,801

・ 図書館活動費 106,534

・ 図書館障がい者サービス事業費

2,395

・ 市町村支援事業費 14,412

合 計 313,549 238,920 74,629

※上表中の平成 23 年度当初予算には、平成 22 年度からの繰越明許費 74,207 千円（図書館活動費）

は含まれていない
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３ 平成２４年度の事業計画

事業体系

① 課題解決型サービスへの取り組み

ア．ビジネス支援

イ．医療・健康情報

ウ．レファレンス機能の向上

エ．情報発信

オ．関係機関とのネットワークの構築

カ．資料の充実

② 図書館利用の推進

ア．障がい者サービスの拡充

イ．各種行事の実施

ウ．関係機関との連携県

民

の

生

活

に

役

立

ち

心

を

よ

り

豊

か

に

す

る

(3)市町村支援の充実

(1)新図書館計画への対応

(5)資料収集、保存、提供

(4)人材育成

① 人的支援の充実

② 物的支援の充実

ア．物流体制の充実・強化

イ．移動図書館

① 郷土資料等未整理資料の整理

② 行政資料の整備・充実

③ 出版事業

(2)図書館サービスの充実

① 新図書館計画への参画

② 高知市民図書館との交流

③ 開館に向けた計画的な図書の購入

① 司書の体系的研修

② 分野別専門司書の育成

③ 司書のキャリアアップ

④ 市町村図書館職員等への研修
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４ 平成２４年度事業の概要

(1) 高知県立図書館協議会の開催

高知県立図書館の運営に関して、館長が諮問し意見を聞くため、高知県立図書館協議

会（委員：５名）を開催する。

(2) 新図書館計画への対応

① 新図書館計画への参画

基本構想の実現を目指し、実務者の意見が反映されるようシステムの基本設計、建築

の実施設計の作成作業に参画する。

② 高知市民図書館との交流

新図書館の業務が円滑に実施されるよう、両館の定例会の実施や、業務を通じて積極

的な交流を図り、相互の理解を深める。

③ 開館に向けた計画的な図書の購入

収集方針、蔵書構成に配意しながら、新図書館開館に備えて図書を計画的に購入してい

く。

(3) 図書館サービスの充実

① 課題解決型サービスへの取組み

ア．ビジネス支援

県庁内外の関係機関からの情報収集やそれらと連携した図書館サービスの企画に努め、

起業・創業・仕事・求職等に関して利用者の求める情報要求に迅速に対応できるようにす

る。

地域を活性化する一助となるよう、仕事に役立つ本（就職・資格取得・商品開発・起業

など）を一元化した「ジョブ・コーナー」を通し、商店街やコミュニティビジネスに取り

組んでいる団体等に対して図書館の資料・情報提供機能を活かした支援を行う。

イ．医療・健康情報

最新の医療情報・健康情報を専門機関等との連携により収集し、より効果的な提供に努

め、安全・安心な生活に必要な情報を発信する。

これまでの取組みから、特にニーズの高い｢未病予防｣と「発達障害」の２分野について

は、関係機関との連携展示や講演会への出前図書館など、幅広く資料・情報を提供する。

ウ．レファレンス機能の向上

司書の専門分野別の養成に努めるとともに、事例研修による情報の共有化、レファレン

スのデータベース化の推進などにより、レファレンスの能力の向上及び迅速化を図り、よ

り的確な回答を提供する。
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エ．情報発信

県民が求める情報がより迅速に、広く伝わる方法について企画し、実施する。

ａ 出前図書館

県内で開催される講演会や研修会の会場に出向き、テーマに沿った図書を持ち込み展

示・貸出しを行う。併せて、図書館利用の働きかけを行う。

ｂ 企画展示

１階の展示の広場及び小展示室、２階の開架スペースで、県内の各機関や団体と連携

した企画展示を実施し、各機関等の活動やそれと関連のある館内資料の紹介を行う。

また、本県の観光情報提供のため、他県の図書館との相互観光ＰＲに努めていく。

ｃ 既存の情報発信手段

・ホームページ

県民に最新の情報を提供するため、ホームページの内容をタイムリーに随時更新す

る。また、見やすい画面作りに努める。

・『SariSari 通信』の発行（月 1 回発行、Ａ4 判、2 ページ、単色刷、160 部）

県内の子どもに関する催し物や子どもの新刊図書などの情報を利用者や県内の公立

図書館及び公民館図書室へ提供するために発行する。併せてホームページにも掲載す

る。

・図書館からの通信の発行（不定期発行、Ａ4 判、2 ページ、カラー、40 部）

県立図書館の機能やサービスを広報するとともに行事等を案内し、図書館の利用を

促進するために発行する。併せてホームページにも掲載する。

オ．関係機関とのネットワークの構築

県民の求める情報に的確にこたえるために、県内外の関係機関、専門機関、団体等と関

係を作り、情報のネットワークを構築していく。これにより、課題解決のための情報力を

高める。

カ．資料の充実

日常生活や仕事に役立つ図書、特にビジネス・産業・就職・健康・地震に関する図書を

幅広く収集して充実させる。また、他の図書館や公民館図書室等と図書等を相互に貸し借

りする。

学校等の調べ学習・総合的な学習に対して団体貸出などの協力事業を行う。

② 図書館利用の推進

ア．障がい者サービスの拡充

図書館利用に障がいのある方がいつでも図書館を利用できるよう、活字による読書が困

難な方への録音図書等の貸出、来館が困難な方に貸出資料を送付する宅配貸出サービス、

視覚障がい等により読書が困難な方に図書等を読み上げる対面音訳サービスなど、ニーズ

に対応したサービスを提供する。

高齢者や弱視の方等、細かい文字が見えにくい方には大活字本を増やし、使いやすい

コーナーを整備する。

また、拡大読書器、音声パソコン、点字プリンタ、音声読み上げ機等の障がい者サービ

ス用機器には、点字による使用マニュアル等を作成しており、視覚障害のある方や、ボラ
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ンティアなどの利用促進を図る。

併せて、これらのサービスを県内のどこにいても利用できるよう、県内図書館を支援し

普及に努める。また、障がい者サービスの充実のために、移動図書館バスの車体に引き続

き広告を掲載しその収入を財源に充てる。

イ．各種行事の実施

図書館利用を推進するために下記の行事を行う。

行 事 名 開 催 日 時 内 容

おはなしの時間
毎週土曜日

11:00～11:30

小学生・幼児を対象。ストーリーテ

リングや絵本の読み聞かせ、手遊びな

どを通して、本の世界を楽しむ。

LimLim～赤ちゃんの

ためのおはなし会～

毎月第３水曜日

10:30～11:00

乳幼児と保護者を対象。一緒になっ

て絵本の読み聞かせや、わらべうた・

手遊び・パネルシアターなどを楽しむ。

こどもの日・

おはなし会

平成 24 年 5 月 5 日

（土）

小学生・幼児を対象。子どもの読書

活動を促進するため絵本の読み聞か

せやストーリーテリング、工作などを

行う。

こどもの日・

ブックトーク

平成 24 年 5 月 5 日

（土）

小学生～大人を対象。子どもの読書

への関心を高めてもらうため、冊子

『絵本おはなし宝箱』の中から、おす

すめの本を数冊紹介する。

夏休み図書館

アドベンチャー

平成 24 年 8 月 2 日

（木）、3 日（金）

小学生を対象。本の検索方法などを

学び、図書館に親しんでもらう。

ウ．関係機関との連携

ａ 高知県図書館協会

第 40 回高知県図書館大会や市町村図書館職員等ブロック別研修会を共催する。

ｂ 中学・高等学校・大学の教育機関

県内中学・高等学校の生徒の企業体験研修や大学生のインターンシップの受入れに協

力する。

ｃ 土佐史談会

同会主催の郷土史講座や史跡めぐり・郷土歴史散歩などの各種行事に協力する。

ｄ 読書推進運動協議会

第 66 回読書週間及び第 54 回こどもの読書週間のＰＲのため、県内の図書館や関係団

体に機関紙及びポスターを配布する。

ｅ こうちミュージアムネットワーク

ネットワーク参加館として、各種研修会等への参加や企画調整等に協力する。

f 高知県国際交流協会

同協会が所蔵する外国語図書を、当館の物流網を通じて県内全域に貸出す。
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(4) 市町村支援の充実

市町村立図書館や学校図書館、公民館図書室が活性化し、十分な連携を行えるよう物流

体制を充実・強化するとともに、移動図書館や職員派遣を通じて県内図書館等を支援して

いく。

また、第二次子ども読書推進計画に沿って、市町村と連携・協力し、県内の読書環境の

整備に取り組む。

① 人的支援の充実

県内の読書環境を整備・充実するため、市町村立図書館や公民館図書室等に対して図書

館業務に関する専門的なアドバイスや巡回訪問による支援を行う。

また、昨年度に引き続いて中央ブロックに担当の司書を配置し、ブロック内の市町村立

図書館や公民館図書室へ日常的に出向いて相談助言を行う。

② 物的支援の充実

ア．物流体制の充実・強化

県内の市町村立図書館・公民館図書室・大学図書館等を週 3 回発送の宅配便による物

流体制で結び、県内各地域の住民が有する多様な図書需要に対して的確かつ迅速に対応

するため、図書等資料の相互貸借や県立からの協力貸出を、さらに活発にしていく。

イ. 移動図書館

県民が自分の目で見て本を選ぶ機会を提供し、市町村立図書館・公民館図書室の活性

化を促すため、36 コースを年間 5 回程度巡回し、図書の配本・交換を実施する。

(5) 人材育成

職員の資質向上を図り、図書館サービスの充実を図るため次の取組みを行う。

① 司書の体系的研修

初任者から指導的役割をもつ者までステップアップしていくよう、体系的な研修を実施

する。

② 分野別専門司書の育成

自館の職員（司書）に対してレファレンス能力を高めるため専門分野を持たせ、積極的

な研修への参加を促す。

③ 司書のキャリアアップ

日本図書館協会認定司書資格の取得を目指し、取得要件の実績を積むため、県内研修会

等の講師を務めたり、文献発表を行ったりする。

④ 市町村図書館職員等への研修

県内図書館の更なるサービス向上のために、図書館関係者等を対象とした研修を実施し

資質向上を図る。
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事 業 名 内 容

テーマ別研修 市町村立図書館等が希望するメニューで開催する。

ブロック別研修（＊）
県内図書館職員の学習・交流の場として年 2 回、県内を 3

ブロックに分けて開催する。

いつでも研修

市町村立図書館等の職員を県立図書館に受け入れて行う

研修で、主に図書館に配属されて間もない職員を対象とす

る。

どこでも研修
県立図書館職員を市町村立図書館等に派遣して行う研修

で、テーマは図書館業務に関することとする。

ストーリーテリング勉強会
毎月第２水曜日

9:30～12:00

保育者・図書館職員・ボランティアな

どを対象。実際に活用できるストーリー

テリングの技術を、実技を通して学習す

る。

子どもの本の読書会
毎月第２木曜日

10:00～12:00

子どもの本に関心のある方や図書館職

員等を対象。参加者が課題（児童図書）

の感想を互いに語り合い、子どもの本の

研究を行う。

ブックトーク勉強会
毎月第３金曜日

10:00～12:00

図書館職員、ボランティアなどを対象。

子どもたちの図書の利用を促進するため

の手法ブックトークについて学習する。

（＊）は高知県図書館協会と共催

(6) 資料収集、保存、提供

① 郷土資料等未整理資料の整理

県民の利用促進を図るため、郷土資料の収集及び整理を行う。また、寄贈された郷土資

料等で未整理のものが多くあり、これらのうち歴史的資料について、中性紙封筒での保存

と簡易目録の作成に取り組む。

資料のうち、歴史的価値の高いものについてデジタル化を進め、将来的にはホームペー

ジから閲覧できるよう提供方法の検討を行う。

② 行政資料の整備・充実

県民の利用促進を図るとともに、議会・行政関係者の政策立案にも役立つようにするた

め、行政資料を網羅的かつ効率的に収集し、県民が活用できるよう整理する。

③ 出版事業

資料として保存するとともに、郷土史研究を振興するため、土佐の中世末から明治初年

までの資料等をまとめた『土佐國群書類従拾遺』（原本は空襲により焼失）を全 7 巻の予定

で翻刻刊行する。24 年度は、第２巻（法度部、主家部、系譜部を収録）を刊行する。
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◇ 平成２３年度の事業実績

１ 高知県立図書館協議会の開催

県立図書館の運営に関して意見を述べる機関である図書館協議会（委員：５人）を２回

開催した。

開 催 日 内 容

平成 23 年９月８日（木）

・今年度予算と事業執行の状況について

・新図書館基本計画の実現に向けた新しいサービスのあり方

・今後の県内図書館振興について

平成 24 年３月２日（金）

・平成 23 年度事業実績について

・平成 24 年度予算要求内容について

・新図書館について

２ 図書館サービスの充実

(1) 課題解決型サービスへの取り組み

① ビジネス支援

ア．資料の収集

高知県立図書館では 2 階に「ジョブ・コーナー」を設置し、就職・経営・産業・コン

ピュータ等、ひろく「仕事」に関係する図書、雑誌等を配架し利用に供している。この

うち、コンピュータ関係図書は、山本貴金属地金株式会社よりの「ふるさと納税」をベ

ースとして購入している。コンピュータは、一次から三次まですべての産業においてそ

の活用が見込まれるので、当コーナーの要として、プログラミングやウェブ・デザイン

の図書を中心に幅広く収集し、初心者から上級者まで対応したものとしている。

イ．展示

ジョブ・コーナー内においても 2011 年 7 月から図書の展示を行い、おおむね 2 ヶ月ご

とに展示換えを行っている。また、「働く」というテーマで各市町村立図書館等でも巡回

展示を行っている。

ウ．資料作成、配布

図書の展示だけでなく、様々なテーマに沿ってブックリストも作成している。「就職・

転職に役立つブックリスト 2011」を作成し、高知県内市町村立図書館、就労支援機関、

大学、専門学校などへ計約 850 部送付した。

また、県や各種団体主催のセミナーや研修会でもブックリストを配布している。研修

会等の名称は次のとおりである。

・目指せ！弥太郎商人塾

・消費者側から見た生産管理 自主衛生管理マニュアルの作成方法

・農林水産物直販所「安心係」養成講習会

・生産管理高度化研修「食品表示と食品関連法」
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4月～３月 レファレンス件数

② 医療・健康情報

「健康情報サービス」については平成 21 年度から担当がおかれ、10 年計画を立ててサ

ービスを展開中である。昨年度まではコーナーの整備やホームページの作成など基礎的事

項の確立に重点を置いたが、今年度からは中期段階として各種機関との連携を意識した取

組を行っている。

昨年度までの取組により、下記 2 点について特にニーズが高いことが判明し、関係機関

との連携展示や出前図書館の実施、ブックリストの配布などを通じて、重点的に情報提供

を行った。

・食生活等の生活習慣の改善や未病予防についての情報提供

・発達障害の啓発および本人や周囲への支援等

③ レファレンス機能の向上

レファレンス件数は 13,101 件（一般 8,155 件、郷土 2,767 件、児童 2,179 件）で、全体

量の増加とともに一般レファレンスの比率が増加している（※事項・所蔵問合せ総数）。

一般レファレンスの内容は、生活上の疑問・課題の解決から、法律問題・医療問題・ビ

ジネスや発明上の問題と多岐にわたっており、皆が知識や技能を共有してレファレンス能

力の向上および迅速化を図るべく、23 年度 8 月より月末休館日にレファレンス事例検討会

を行っている。

＜4 年間の比較＞

④ 情報発信

ア．出前図書館

研修会等での「出前図書館」を通し、生活上の課題を解決する図書館の役割について積

極的な PR を行っている。

平成 24 年 3 月末の実績は、27 回開催し、新規登録者が 91 名、図書の貸出しが 357 冊、

CD の貸出しが 3 枚であった。
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出前図書館の実績

No. 展示を実施したイベント等 実施年月日 場所 冊数 実績

1ビジネスに活かせる著作権セミナー 2011年6月9日（木） 高知会館 15
新規登録：2名
貸出：4名に計4冊

2
高知県教育委員会事務局職員人権問
題研修会

2011年6月14日（金） 高知県教育センター分館 92
新規登録：1名
貸出：1名に計1冊

3食育セミナー 2011年7月2日（土） 自由民権記念館 158

新規登録：5名
貸出：6名に計16冊
レファレンス：1件
出前図書館の申込：１件

4
高知県教育委員会事務局職員人権問
題研修会

2011年7月12日（火） 高知県教育センター分館 60
新規登録：3名
貸出：4名に計6冊

5
高知県教育委員会事務局職員人権問
題研修会

2011年7月14日（木） 高知県教育センター分館 53
新規登録：0名
貸出：1名に計1冊

6
平成23年度高知県相談支援従事者
「初任者」研修

2011年8月16日（火） 県立ふくし交流プラザ 90
新規登録：10名
貸出：8名に計16冊

7
高知県学校図書館活動推進事業連絡
協議会

2011年8月19日（金） サンピアセリーズ 32
新規登録：7名
貸出：14名に32冊

8夏休み移動図書館in大豊 2011年8月19日(金）
大豊町総合ふれあいセ
ンター

BM車
来場者：22名
貸出：13名に58冊

9
高知県教育委員会事務局職員人権問
題研修会

2011年9月1日（木） 高知県教育センター分館 96
新規登録：1名
貸出：1名に計2冊

10対面音訳ボランティア講習会 2011年9月24日（土） 南国市立図書館 8 貸出：1名に計1冊

11平成23年度第39回高知県図書館大会2011年10月10日（祝） 高知大学朝倉キャンパス 124

新規登録：１名
貸出：3団体に18冊

2名に3冊
合計21冊

12
第18回世界アルツハイマーデー記念
講演会「支える側が支えられるとき 認
知症の母が教えてくれたこと」

2011年10月16日（日） RKCホール 90
新規登録：3名
貸出：5名に計6冊

13
第51回高知県精神保健福祉大会
「つながりあって生きる～生活の場面
からみえてくる発達障害～」

2011年10月19日（水）
高知県民文化ホール（グ
リーン）

140

新規登録：16名
貸出：29名に計61冊
ブックリスト掲載本の予約
4冊あり

14異業種交流会＆研修会 2011年10月24日（月） 高知城ホール4Ｆ 42 貸出：1名に計1冊

15
健康づくり研修会
第２回前立腺のはなし

2011年１１月1日(火）
保健衛生総合庁舎
5階

123

新規登録：5名
貸出：4名に7冊
※ブックリスト掲載本の依頼1冊あり、取り
に戻り貸出
※団体貸出(展示依頼)1件あり
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No. 展示を実施したイベント等 実施年月日 場所 冊数 実績

16
第1回キッズバリアフリーフェスティバル
（高知福祉機器展）

2011年11月5日（土）
～11月6日（日）

ふくし交流プラザ 192
新規登録：5名
貸出：5名に12冊

17
健康づくり研修会
第3回女性に知ってもらいたい貧血

2011年11月10日(木)
保健衛生総合庁舎
5階

152
新規登録：2名
貸出：3名に計14冊

18 ルミエールサロン10周年記念式典
2011年12月2日（金）
2011年12月3日（土）

盲学校体育館

大活字本 12冊

CDブック 10

点

カセット１点

DAISY等5点

LLブック１冊

一般図書 50冊

(3日)
新規登録：３名
（障サ２、宅配希望１）
貸出：３点
※宅配希望者に、当日は一般カードを作っ
てお渡しし、ＣＤ３枚の貸出をした。

19
ミュージアムネットワーク 第6回博物
館巡回講座

2011年12月3日（土） 歴史民族資料館 41 貸出:6名に8冊

20 第15回じんけんふれあいフェスタ 2011年12月4日（日） 高知市中央公園

大活字本 15冊

程度

DAISY等 9点

LLブック 1冊

点字図書 20

冊程度

さわる絵本 1冊

一般図書 100

冊程度

新規登録：3名
貸出：6名に10冊

21
高知県立農業大学校 司書による本
の紹介

2012年1月31日（火) 農業大学校 51

館長の挨拶＆司書３名（山本・松本理沙・
牧野）による本の紹介＆本を囲んでの懇
談。持参した51冊は団体貸出にして、職員
室前に約1ヶ月展示。

22
２年目研修（組織の中の自分と仕事の
すすめ方）

2012年2月2日（木）～
3日（金）

職員能力開発ｾﾝﾀー 75
2月2日 新規登録：2名 貸出：2名に6冊

2月3日 新規登録：1名 貸出：1名に4冊

23
平成23年度食育実戦発表会・親子料
理教室 「食べるって楽しい」

2012年2月4日(土） かるぽーと 71
新規登録：2名
貸出：3名に計6冊

24 36歳研修（モチベーションマネジメント）
2012年2月7日(火)～
10日(金）

職員能力開発ｾﾝﾀー 123

2月7日 新規登録：3名 貸出：4名に9冊
レファレンス１件
2月8日 新規登録：3名 貸出：5名に10冊
2月9日 新規登録：5名 貸出：7名に12冊
レファレンス１件
2月10日 新規登録：1名 貸出：5名に10
冊 予約：１件

25
高知県障害者虐待防止・権利擁護研
修

2012年2月7日(火)～8
日(水）

ふくし交流プラザ 67
2月7日 新規登録：2名 貸出：2名に3冊
2月8日 新規登録：3名 貸出：4名に8冊

26
健康づくり研修会
腰痛予防について

2012年2月15日(水) こうち勤労センター４Ｆ 83
2月15日
新規登録・貸出ともに無し

27 第8回博物館巡回講座 2012年2月18日（土） 自由民権記念館 28
新規登録：2名 貸出合計5名 貸出冊数9
冊
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イ．企画展示

a 成人

地震に関する内容など話題性に富むものなど 120 回、5,634 冊を展示した。

No 展示名 冊数 No 展示名 冊数

1 南海地震（地震関連本） 306 31
あなたの願いはなんですか？
★高知県立図書館恒例 七夕コーナー★

8

2 健康文庫（闘病記含む） 386 32 暑さを！クールに☆乗り越える 33

3 中東情勢緊迫 民衆が動いた！ 36 33
アール・ブリュットを楽しむ美術舘
藁工ミュージアム

22

4 三陸沖代地震と全土に走る津波 33 34 デザインの本 １ 41

5
<土佐再発見>
高知市立第四小学校前の三碑

29 35 デザインの本２ （ソフトと素材） 42

6
原発 放射能汚染 今こそ知識を身につけて冷静な
判断を

26 36
高知県にもセシウム汚染牛が流通！
もういちど食の安全について考えよう

13

7 2011 国際森林年 104 37 おうちで水族館。 40

8
応援します！
あなたの健康ライフ

183 38 なでしこジャパン世界一 7

9
桜色、満開！
春の色を楽しみにでかけませんか？

11 39 言葉のチカラ 物語のチカラ 113

10
15歳未満初の判定
「脳死」を考える

5 40
<話題>
祭

9

11 本のお花畑 16 41
<話題>
追悼 小松左京さん

23

12 新生活、応援 66 42
<土佐再発見>
天神橋界隈

28

13
NEW！ついに完結(全13巻)
「土佐國群書類従」第13巻 雑部

13 43 もっと平和を。もっと希望を。 35

14
ゴールデン・ウィーク・ガーデナー
～植えよう！育てよう！～

13 44
<話題>
今年もこの季節がやってきたｯ！よさこいまつり

9

15
脱原発なるか
新エネルギー革命

92 45
<話題>
高校野球

22

16 後藤象二郎の新写真見つかる 9 46 華麗なる数学の世界 49

17
<話題>
雲の上の町ゆすはらで朗読会

8 47
経済成長なき社会は可能か？～私たちの未来はど
こに？問い直す新しい社会と幸せの形～

143

18 食中毒 ―繰り返さないために― 9 48 書評で紹介されました 65

19
土佐茶を飲もう！
～新茶の季節がやってきました～

30 49 カダフィー政権崩壊 6

20
<話題>
あなたの会社は大丈夫？ 情報セキュリティ

5 50 野田政権誕生！ 改革なるか民主党 6

21
<職場体験展示>
熱中症

23 51 エンゲキ！ 79

22
<土佐再発見>
宿毛小学校

29 52 自殺予防 15

23 高知の宝 さんご 19 53 敬老の日におすすめる本 25

24
<話題>
早くも入梅！

10 54
受けてみませんか？盲学校の治療実習
あんま・マッサージ・指圧・針・灸

9

25 ビジネスに活かせる！著作権の本 19 55 お月様とお団子とお月見の本 40

26
こころ、ひらいて。
～女性の人権ブック～

92 56 守れ！美しい日本語 22

27
夜空を見上げて･･･
～古川さん、宇宙へ！ 「はやぶさ」ギネス認定！～

16 57 3.11から半年 40

28
<話題>
高知市夏期大学 講師陣決定！

20 58 職人！ 53

29 旅に出たいなあ・・・世界遺産！ 5 59
＜話題＞
ニュートリノは光速を超えた！？

16

30
高知で暮らす外国の方のための
日本文化と防災・生活情報

147 60 日本と世界のおまもり 6
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No 展示名 冊数 No 展示名 冊数

61 追悼 ワンガリ・マータイさん 6 91 推理小説のススメ 73

62
あなたは、ひとりじゃない。
～『ツレがうつになりまして。』映画化～

15 92 カラダを元に戻しましょ。 160

63
「万理一空」の境地を目指して･･･
日本人大関誕生 おめでとう琴奨菊関！

6 93
みんなの夢のせどんぶらこ
海洋堂ホビー館四万十

9

64 拡大するクラウド・コンピューティング 34 94 第146回芥川賞・直木賞決定！ 11

65
<話題>
日本人またまたイグ・ノーベル賞受賞！

2 95 知っておきたい時事経済の本 12

66
不調なんて・・・ふきとばせ!!
図書館で未病予防

117 96
失敗に学べ！
～人はなぜミスをするのか～

67

67
苦難のときも喜びも・・・
シェイクスピアに人生を学ぶ

321 97 たいらのきよもり たいができよもり 14

68 追悼 スティーブ・ジョブズ氏 8 98
＜土佐再発見＞
武田勝頼の里 土佐大崎とその周辺

33

69
ノーベル文学賞決定！
スウェーデンの詩人トーマス・トランストロンメル

1 99 Viva Di San Valentino! Give me chocolates! 19

70
あなたの趣味はなんですか？
インドア編

61 100 シゴト本。（華） 37

71 とさりゅうピクチャーズ５０ 51 101
追悼 石元泰博さん
日本の写真界を揺るがした高知ゆかりの写真家

7

72
県展・トリエンナーレ･･･
芸術の秋、きたる！！

12 102 花を待ちわびて･･･ 21

73 あなたの趣味は何ですか？ アウトドア編 53 103 花在れバこそ ～牧野富太郎博士 生誕150周年～ 115

74 どう生きる -How do you live?- 202 104
春思ふ君へ。
For you in youthful days.

88

75 追悼 北杜夫さん 7 105 インフルエンザ、大丈夫！？ 114

76
ふるさと。
～心の忘れ物は、そこにあります。～

57 106 歩こう！ 15

77 祝・名誉県民顕彰！ やなせたかしさん 8 107 知っていますか\税のこと 58

78 今だから、そう！節約生活。 47 108 アジア市場販路拡大計画 16

79 野田首相、ＴＰＰへの交渉参加を表明 5 109 あなたもゲートキーパー宣言！ 61

80
花は生きることを迷わない。
～10年後のあなたはどうしてますか～

100 110 おきゃく万歳！土佐の酒 26

81 Happy Merry Christmas 22 111
東日本大震災から１年
南海地震に備える！

0

82 そろそろお正月 39 112 ヨゾラのむこう 17

83 さよなら、談志師匠 18 113 はっくしょん！花粉症 9

84
＜土佐再発見＞
高知城と自然

29 114 新書を読もう！ 80

85
＜土佐再発見＞
高知龍馬空港とその周辺

27 115 追悼 吉本隆明さん 11

86 若い人に贈る 読書のすすめ ２０１２ 24 116 音を楽しめ。音と遊べ。 57

87 地域活性化の戦略！ 40 117 高知出版学術賞決まる 6

88
見ているだけで寒～い本
～真冬に極寒地を見る～

24 118
森の中ではなしをしよう
～「仁淀ブルー」 川と森の出会う場所～

5

89 山の力／海のちから／川のチカラ 99 119 社会人 基本のキ！ 50

90 幻想旅行 58 120
世界を掴め！ ～新社会人のあなたもプロフェッショ
ナルなあなたも～

171

合計 5634
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b 児童

｢今日は何の日｣などその日のテーマにあったものや季節にあわせ 106 回、3,766 冊を

展示した。

No. 展示名 冊数 No. 展示名 冊数

1 今日は何の日 1043 55 ハロウィン 5

2 野球の本 42 56 ハロウィン・まほう 14

3 アートする絵本たち⑲タイガー立石 15 57 ハロウィン・かぼちゃ 18

4 ABCからはじめよう 18 58 雑誌「母の友」から生まれた本 92

5 さくら 7 59 追悼 元永定正 8

6 岸田衿子 10 60 中川正文 9

7 おそらあおーい！ 11 61 おなかいっぱい 15

8 イースター 6 62 長谷川摂子 8

9 やまもも 32 63 韓国の本 5

10 さくらんぼ 9 64 アジアのくらしせかいのくらし 92

11 おかあさん 7 65 アジアのくらし 5

12 愛鳥週間 8 66 家族みんなで読み聞かせ 60

13 みどりのきせつ 10 67 絵本でたどる世界昔話の旅 63

14 節電 6 68 紅葉 7

15 おたまじゃくし 10 69 手島悠介 8

16 あめあめあめ 10 70 ふゆじたく 9

17 あめ雨あめ 8 71 はたらくってすてきだな 70

18 かえるのほん 24 72 サンタさんといっしょ 8

19 父の日 6 73 メリークリスマス 70

20 父の日 9 74 わたり鳥の本 7

21 あめ 5 75 クリスマスの本 127

22 カエル 7 76 ２０１２年は辰年 87

23 たなばた 5 77 フェリクス・ホフマン生誕１００年 15

24 かに 5 78 読みつがれた本 35

25 岩波文庫５０冊 74 79 ゆきこんこん 11

26 くるまのほん 68 80 鬼の本 42

27 うみ 9 81 小風さち 12

28 うみのほん 9 82 横田稔 10

29 きらきらおほしさま 12 83 平清盛 8

30 星 7 84 冬のたのしみ 8

31 ジブリアニメの原作 5 85 松野正子 18

32 女子サッカー 4 86 りんご 10

33 じゆうけんきゅうのほん 200 87 チョコレート 11

34 ハリーポッターの本 7 88 東北あれこれ 58

35 ムーミン（絵本） 9 89 脇明子 20

36 ムーミン（読み物） 9 90 丸木俊 生誕１００年 56

37 かんこくのほん 10 91 松居直 13

38 韓国の本 14 92 ひなまつり 10

39 韓国 6 93 はるがきた 12

40 もうよんだ？なつやすみいちおしの本 70 94 サーカスいった？ 14

41 まんまるおつきさま 3 95 よんでみよう つくってみよう 12

42 台風がやってくる 7 96 つくってみよう 15

43 ぼうさいのほん 12 97 星野富弘 10

44 地震・津波 6 98 はる 21

45 防災 3 99 こどももおきゃく 80

46 おじいさん・おばあさんのほん 66 100 おはながさいた 9

47 お月さま 70 101 しんさいにそなえる 41

48 むかしのくらし 60 102 祝ごにゅうがく 61

49 名画のなかの世界 11 103 おそとであそぼう 5

50 芸術の秋 10 104 ともだちいっぱい 84

51 いしころがいっぱい 45 105 長ぐつをはいたネコ 12

52 おいしいおはなしたべたいな 109 106 さくら 10

53 おいしいものつくろう 14

54 みんなでうたおう 14 合計 3766
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ウ．その他の展示

展示期間 実施機関 展示名 展示冊数

1 4.1～5.1
高知県立図書館

協力：高知ファイティングドッグス球団
高知ファイティングドッグス 選手のおすすめ本 19

2 4.1～5.1
高知県立図書館

協力：高知ファイティングドッグス球団
四国IL展示 関連展示「野球の本」 23

3 6.1～6.30 高知農政事務所・高知県立図書館 知って学ぼう！みんなの食事 187

4 7.2～8.31
主催：高知県立図書館

協力：高知県道路課・土佐国道事務所・中

村河川国道事務所・NEXCO西日本
未来につながる☆高速道路 119

5 9.2～9.15 地域文化デジタルアーカイブ倶楽部

第3回地域文化デジタルアーカイブ倶楽部記録発表展
『過去からの、現在からの変化
記憶のゆくたて、記録の語り②』 ＊小展示室で同時開催

0

6 9.20～10.31 高知県観光政策課・高知県立図書館 やったぞ世界ジオパークに見事認定 室戸ジオパーク 58

7 11.1～11.30
高知県地域福祉部少子対策課

高知県立図書館
子育て応援キャンペーン実施中 160

8 12.3～12.27
放送大学高知学習センター

高知県立図書館
茶の間で学ぼう―身近な生涯学習、ここにあります！ 167

9 1.5～1.16 高知県立図書館 こころあったか ほっこり広場 109

10 1.18～2.5
高知選挙管理委員会

高知県立図書館
高知県明るい選挙啓発作品展 45

11 2.6～2.14 高知県立図書館 春思ふ君へ。 For you in youthful days. 88

12 2.15～

主催：高知県立図書館

協力：高知県産業振興推進部地産地消・

外商課／高知県商工労働部雇用労働政

策課／高知県ものづくり地産地消センター

／財団法人高知県産業振興センター

高知のものづくり見本市！ 130

合計 1 1 0 5

展示の広場

展示期間 実施機関 展示名 展示冊数

1 4.1～5.1
高知県立図書館

協力：高知ファイティングドッグス球団

三重・四国４県立図書館合同企画展示 図書館からスタジ
アムへ行こう！！スタジアムから図書館へ行こう！！
～四国アイランドリーグplus開幕！～
＠高知県立図書館

98

2 7.2～7.28
高知県地域福祉部障害保健福祉課

高知県立図書館

協力：ＮＰＯ法人高知県自閉症協会
知っていますか。発達障害 190

3 8.2～8.28 高知県立図書館 宮川逸雄さんがこじゃんと愛した土佐の食 636

4 9.2～9.15 地域文化デジタルアーカイブ倶楽部

第3回地域文化デジタルアーカイブ倶楽部記録発表展
『過去からの、現在からの変化
記憶のゆくたて、記録の語り②』 ＊展示の広場で同時開催

0

5 10.1～10.30
高知県動物愛護推進協議会事務局
高知県立図書館

第30回動物愛護絵画・ポスター展 97

6 11.4～11.29
高知県国民健康保険団体連合会

高知県立図書館

第12回高知県国保被保険者健康づくり図画・ポスター入選
作品展示会

160

7 12.7～1.31
主催：高知県立図書館

協力：芸西天文学習館
星空採集 96

8 2.2～2.19
主催：高知県立図書館

協力：高知県健康対策課

図書館見つける元気で安心なくらし
その１ インフルエンザ、大丈夫!?

114

9 2.26～
主催：高知県立図書館
協力：高知県県民生活・男女共同参画課

図書館で見つける元気で安心なくらし
その２ 安心安全まちづくり

186

合計 1 57 7

小展示室
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巡回展示

（2011年4月1日～2012年3月31日発送分） 実施館数（延べ）

巡回展示「おいしく食べて もっと元気に！」 7

巡回展示「不調なんて…ふきとばせ!! 図書館で未病予防」 8

巡回展示「応援します！あなたの健康ライフ」 1

巡回展示「働く」 7

エ．各種広報

a ホームページ

随時、内容を更新してさまざまな情報提供を行った。平成 24年 3月現在では 119,131

件のアクセス件数があった。

b 「ＳａｒｉＳａｒｉ通信」の発行（月 1 回発行、Ａ4 判、1 ページ、単色刷、160 部）

県内の子どもに関する催し物や子どもの新刊図書などの情報を掲載したもので、利

用者及び県内の公立図書館や図書室などに配布した。

ｃ 「いかる通信」の発行（不定期発行、Ａ4 判、1 ページ、カラー、40 部）

県立図書館の行事案内や県内の公立図書館等にお知らせしたい内容などを掲載した

もので、関係機関に配布した。

⑤ 関係機関とのネットワークの構築

ア．新たな連携先と主な内容

連携先 主な連携内容

高知県警察本部 各警察署の拘置所に移動図書館の除籍本を提供

産業振興部計画推進課 人材育成事業へのブックリスト提供・出前図書館

高知県国際交流協会 協会の蔵書（洋書）を当館の物流ネットワークを通じて提

供（24 年 4 月から開始）

自閉症協会高知県支部 館内での展示

ＮＥＸＣＯ西日本ほか 館内での展示

高知学園短期大学 相互協力の協定締結

高知県社会福祉協議会 福祉研修センターの研修へのブックリスト提供・出前図書館

とさっ子タウン実行委員会 とさっ子タウン内に図書館の仕事体験のブースを出展

高知県精神保健福祉協会 県大会への出前図書館

ルミエールサロン

（視覚障害者向け機器展

示・相談室）

１０周年記念行事において、高知市立点字図書館と共同で

障害者サービスのＰＲ展示を実施

職員能力開発センター 県職員対象研修での出前図書館の実施

財団法法人 高知県産業

振興センターほか

館内での展示

県民生活・男女共同参画課 館内での展示
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イ．関係機関との共同事業の実施

内容 対象とした関係機関の事業

産業振興計画関連の人材

育成事業でのブックリス

トの配布（６件）

目指せ！弥太郎商人塾（説明会・個別相談会）

若手人材による異業種交流

消費者側から見た生産管理自主衛生管理マニュアルの作

成方法

農林水産物直販所「安心係」養成講習会

生産管理高度化研修「食品表示と食品関連法」

著作権セミナー

出前図書館（２７回）

教育委員会事務局職員人権研修

高知食糧事務所講演会

障害者ケアマネジメント従事者研修

学校図書館活動推進事業連絡協議会

高知県図書館大会

認知症サポーター研修会

精神保健福祉大会

キッズバリアフリーフェスティバル

食育実践発表会

障害者虐待防止・権利擁護研修

高知県職員 健康づくり研修会

職員能力開発センター

博物館 巡回講座

その他（２件） 若者進路相談会＠県立図書館（若者サポートステーション）

知的財産研修会（新産業推進課）

連携展示（２３件） 室戸ジオパーク（観光政策課）ほか
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⑥ 資料の充実

5 カ年計画で約 14 万点を購入し、新図書館の図書資料の充実を図るために、資料費が増

額された。これにより、これまで購入を見送らざるを得なかった全集や芸術関係の本を過

去に遡って収集した。また、課題解決のための専門書や参考資料も出版情報を調べて積極

的に充実させた。

ア．蔵書冊数

購入 寄贈 その他 購入 寄贈 その他

0 総記 25,937 23,688 2,249 1,475 1,015 385 33 43 1 -2 43 42 1 27,369 25,079 2,290

1 哲学 19,038 18,348 690 1,189 874 165 96 52 1 1 39 39 0 20,188 19,444 744

2 歴史 49,459 46,472 2,987 2,887 953 1,770 18 136 9 1 221 221 0 52,125 48,992 3,133

3 社会科学 79,083 75,710 3,373 6,487 5,294 797 114 282 5 -5 234 234 0 85,336 81,681 3,655

4 自然科学 29,135 21,989 7,146 2,444 1,937 94 18 369 8 18 94 91 3 31,485 23,947 7,538

5 工学 22,298 20,453 1,845 3,552 3,119 225 37 163 4 4 47 41 6 25,803 23,793 2,010

6 産業 20,541 19,626 915 1,793 1,329 345 28 82 4 5 54 54 0 22,280 21,274 1,006

7 芸術 26,872 23,935 2,937 3,007 1,789 963 57 171 6 21 46 45 1 29,833 26,699 3,134

8 語学 9,307 8,506 801 620 508 38 -44 107 1 10 37 37 0 9,890 8,971 919

9 文学 104,350 74,876 29,474 3,547 2,326 264 109 781 21 46 272 259 13 107,625 77,316 30,309

K 郷土資料 84,343 84,343 7,173 1,169 5,496 508 9 9 91,507 91,507

J 洋書 5,624 5,624 1,065 254 780 31 1 1 6,688 6,688

L 大活字 2,009 2,009 0 318 267 1 0 50 0 0 0 0 0 2,327 2,277 50

視聴覚資料 1,292 1,292 62 19 67 -24 1 1 1,353 1,353

E 絵本 16,486 16,486 849 693 69 87 6 6 17,329 17,329

M 漫画 1,554 1,554 37 20 17 0 12 12 1,579 1,579

P 紙芝居 1,389 1,389 489 29 6 454 102 102 1,776 1,776

Y 幼児向け 2,928 2,928 96 77 7 12 4 4 3,020 3,020

C 児童研究 6,764 6,764 479 347 108 24 1 1 7,242 7,242

508,409 426,871 81,538 37,569 20,853 11,390 981 3,402 267 676 1,223 1,074 149 544,755 459,021 85,734

33,782 14,301 19,481 7,647 2,345 3 11 5,501 3 -216 3,667 1,118 2,549 37,762 15,542 22,220

542,191 441,172 101,019 45,216 23,198 11,393 992 8,903 270 460 4,890 2,192 2,698 582,517 474,563 107,954

97,653 87,713 9,940 7,024 2,593 3,986 763 210 4 -532 22 21 1 104,655 95,034 9,621

639,844 528,885 110,959 52,240 25,791 15,379 1,755 9,113 274 -72 4,912 2,213 2,699 687,172 569,597 117,575

巡回用

雑誌

平成２４年３月３１日現在

蔵書冊数受入冊数 除籍冊数

一般
児童児童 一般

合計

b

児童 合計

c
一般 児童

計

総合計

区

分
類別等

図書 計

本

館

用

合計

（a+b-c）

平成２３年３月３１日

蔵書冊数

平成２３年度整理状況

合計

a
一般

イ．逐次刊行物
２３年度雑誌、新聞受入

a 雑誌 購入タイトル数 ２２３誌 ２，８０３冊 （一般 199 誌 児童 24 誌）

寄贈タイトル数 ８１１誌 ３，９９０冊 (一般 803 誌 児童 8 誌）

b 新聞 購入 ２０紙

寄贈 ３３紙

ウ．データベース提供

名 称 23 年度利用回数

日経テレコム２１ ２２

官報情報検索サービス ４０

レクシス・ネクシス（法情報） ９７

高知新聞データベース ６４８

インターネット ４,５８３

CD-ROM ５
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⑦ 県民ニーズから課題の把握

ア．期間：平成 23 年 8 月 9 日(火)から 8 月 31 日(水)まで

イ．方法：高知県立図書館 1 階正面玄関前と 2 階来館者入口前にアンケート用紙と回収箱

を設置し、自由回答

ウ．回答総数:70 人 男性 41 人(約 58.6％) 女性 25 人(約 35.7％)

無回答 4 人(約 5,7％)

エ．結果：現在の高知県立図書館の直接来館者の 76.1％は高知市在住の方であった。現在の

ところ、駐車場がなく高知市以外の市町村から来館しにくい実態があることの反映と考

えられる。新図書館に向けて、駐車場や公共交通機関のわかりやすい案内をするととも

に、直接、県立図書館に来館しなくても、県立図書館の資料を利用できるように、市町

村への協力貸出し・長期貸出しをより強化することが必要である。

県立図書館に借りたい本があるかとの問いでは、借りたい本はほとんどある、半分以

上あるという人はそれぞれ 15％に留まった。7 割の人は借りたい本のうち、半分も県立

図書館にないと思っていることになるので、資料の充実が課題である。これについては

資料費を平成 23 年度より 7 千万円規模に充実しているが、それまでの蔵書の蓄積も反映

した意見であると考えられる。一定、蔵書の蓄積が形成された段階での評価を再度、測

定する必要がある。

(2) 図書館利用の推進

概 況

平成 23 年度は祝日特別開館等があり、開館日数が前年度よりも 3 日多い。

年代別の貸出冊数は、前年と同じく女性は 30 代、男性は 60 代がピークで、全体では 50

代の貸出冊数が最多である。類別貸出冊数をみると、0 類～8 類の貸出冊数が全体の 52％を

占めているが、その中でも課題解決支援（例えば３・５・６類を主とするビジネス支援、１・

４・５類を主とする健康情報サービス）に利用することが多い類の貸出数は、前年度と比較

しても高い伸び率を示している。特に「宮川食の本」の寄贈もあった５類は、前年比 135％

と大幅に貸出を増やしている。

予約は累計で前年度よりも 714 件増加しているが、特に利用者自身で行う予約の伸びが大

きく（ネット予約および館内 OPAC からの予約件数：計 2,571 件）、全体に占める割合が約

45％となった。

団体貸出冊数はここ数年大幅に伸び続けてきたが、特に図書館への貸出は前年度＋3,509

冊と大幅に増加し、累計 23,005 冊（前年比 118％)であった。

レファレンス件数は平成 20 年度から毎年伸び続けており、今年度は前年度からさらに

1,314 件増加して、過去最高の 13,101 件（前年度比 111％）となった。全体量の増加ととも

に、一般レファレンスの比率が増加している点が特徴である

宅配サービスはのべ 77 人（前年度比 65％）に、363 冊（同 70％）を貸出と前年度より減

っているが、新たに 9 月より開始した障がい者サービスの利用は好調で、のべ 16 人に 65 点

（うち 33 点が複製したＤＡＩＳＹ）を貸出している。
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① 館内利用の状況

ア【利用状況】 ※（ ）内は、２２年度数値

年 月 開館日数（日） 新規・再発行登録者数（人） 貸出利用者数（人）

23.4 25 244 3,645

5 23 225 3,535

6 25 219 3,700

7 26 303 4,038

8 25 372 4,141

9 24 202 3,604

10 25 221 3,988

11 24 234 4,092

12 23 213 3,659

24.1 22 197 3,826

2 21 207 3,486

3 25 220 3,937

合計
(285)

288

（2,818）

2,857

（43,362）

45,651
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【年代別男女別貸出冊数】

男 女

0～6歳 3,154 2,680 5,834

7～9歳 1,579 1,893 3,472

10～12歳 775 1,109 1,884

13～15歳 418 1,412 1,830

16～18歳 838 2,011 2,849

19～22歳 2,510 7,228 9,738

23～29歳 4,976 7,927 12,903

30～39歳 10,553 14,131 24,684

40～49歳 11,001 13,836 24,837

50～59歳 14,049 13,468 27,517

60～69歳 15,519 8,937 24,456

70歳以上 10,691 4,844 15,535

小計 76,063 79,476 155,539

その他 64

合計 155,603

貸出冊数（冊）
合計年齢構成

【年代別男女別有効登録者数】

男 女

0～6歳 142 119 261

7～9歳 242 252 494

10～12歳 420 469 889

13～15歳 584 722 1,306

16～18歳 712 1,056 1,768

19～22歳 1,174 2,479 3,653

23～29歳 2,351 6,214 8,565

30～39歳 2,956 5,550 8,506

40～49歳 2,083 3,276 5,359

50～59歳 1,922 2,406 4,328

60～69歳 1,882 1,660 3,542

70歳以上 1,605 1,094 2,699

小計 16,073 25,297 41,370

県外・その他 3,468

合計 44,838

年齢構成
有効登録者数（人）※

合計

【一般図書個人貸出実績】

分類 H23年.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H24年.1月 2月 3月 合計

0総記 433 399 399 433 497 413 516 440 385 453 455 458 5,281

1哲学 584 596 548 624 621 534 597 652 619 542 544 631 7,092

2歴・地 735 773 588 677 669 570 662 641 607 664 637 627 7,850

3社会 1,253 1,248 1,317 1,566 1,461 1,357 1,551 1,664 1,451 1,597 1,365 1,560 17,390

4自然 784 784 832 828 866 817 886 861 807 970 882 933 10,250

5工学 754 692 854 867 806 851 965 1,028 965 1,006 956 992 10,736

6産業 364 355 363 403 329 374 395 435 376 377 402 367 4,540

7芸術 554 619 579 623 602 555 696 776 762 771 766 804 8,107

8語学 234 206 212 314 253 237 250 237 251 225 207 227 2,853

9文学 753 874 858 839 882 780 926 890 865 856 737 811 10,071

F小説 1,104 1,089 1,126 1,161 1,098 1,042 1,094 1,262 1,114 1,188 1,117 1,346 13,741

J洋書 60 56 49 32 31 18 49 27 30 27 29 18 426

L大活字 140 158 185 194 141 131 154 193 151 140 110 207 1,904

K郷土 686 780 793 712 965 779 705 700 743 800 776 870 9,309

AV 85 97 66 34 33 29 41 36 37 33 84 99 674

一般雑誌 1,481 1,405 1,438 1,332 1,381 1,342 1,410 1,469 1,351 1,471 1,497 1,706 17,283

その他 3 5 1 10 4 5 6 12 5 8 8 8 75

合計 10,007 10,136 10,208 10,649 10,639 9,834 10,903 11,323 10,519 11,128 10,572 11,664 127,582

単位：冊
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【児童図書個人貸出実績】

分 類 H23年.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H24年.1月 2月 3月 合計

0総記 6 10 6 13 37 28 13 12 7 10 9 23 174

1哲学 14 25 7 21 21 13 7 15 14 18 19 23 197

2歴・地 57 41 38 80 82 43 27 34 32 42 39 31 546

3社会 44 63 58 73 102 91 39 50 71 71 58 74 794

4自然 185 142 139 274 360 160 153 121 109 115 102 161 2,021

5工学 79 64 59 85 88 37 53 64 61 80 65 78 813

6産業 27 11 11 18 17 23 19 16 17 13 9 17 198

7芸術 82 89 100 147 171 87 99 88 89 85 68 98 1,203

8語学 17 9 12 21 19 7 16 10 19 16 12 27 185

9文学 628 471 503 681 793 584 603 649 655 473 474 488 7,002

C児童研究 62 58 71 58 91 84 81 75 83 48 51 83 845

E絵本 650 658 681 868 778 741 852 863 791 706 678 726 8,992

M漫画 51 62 40 69 124 84 50 76 94 58 41 63 812

P紙芝居 68 54 54 54 64 43 66 75 40 44 55 65 682

Y幼児向け 266 230 253 253 207 211 225 217 198 236 217 279 2,792

児童雑誌 90 63 72 66 69 45 57 44 50 52 70 66 744

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 10 7 21

合計 2,327 2,050 2,104 2,781 3,023 2,281 2,360 2,409 2,330 2,070 1,977 2,309 28,021

【合計 個人貸出実績】

分 類 H23年.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H24年.1月 2月 3月 合計

0 総記 439 409 405 446 534 441 529 452 392 463 464 481 5,455

1 哲学 598 621 555 645 642 547 604 667 633 560 563 654 7,289

2 歴・地 792 814 626 757 751 613 689 675 639 706 676 658 8,396

3 社会 1,297 1,311 1,375 1,639 1,563 1,448 1,590 1,714 1,522 1,668 1,423 1,634 18,184

4 自然 969 926 971 1,102 1,226 977 1,039 982 916 1,085 984 1,094 12,271

5 工学 833 756 913 952 894 888 1,018 1,092 1,026 1,086 1,021 1,070 11,549

6 産業 391 366 374 421 346 397 414 451 393 390 411 384 4,738

7 芸術 636 708 679 770 773 642 795 864 851 856 834 902 9,310

8 語学 251 215 224 335 272 244 266 247 270 241 219 254 3,038

9 文学 1,381 1,345 1,361 1,520 1,675 1,364 1,529 1,539 1,520 1,329 1,211 1,299 17,073

F小説 1,104 1,089 1,126 1,161 1,098 1,042 1,094 1,262 1,114 1,188 1,117 1,346 13,741

J 洋書 60 56 49 32 31 18 49 27 30 27 29 18 426

L 大活字 140 158 185 194 141 131 154 193 151 140 110 207 1,904

K 郷土 686 780 793 712 965 779 705 700 743 800 776 870 9,309

AV 85 97 66 34 33 29 41 36 37 33 84 99 674

一般雑誌 1,481 1,405 1,438 1,332 1,381 1,342 1,410 1,469 1,351 1,471 1,497 1,706 17,283

その他 4 5 1 10 4 5 6 12 5 11 18 15 96

C児童研究 62 58 71 58 91 84 81 75 83 48 51 83 845

E絵本 650 658 681 868 778 741 852 863 791 706 678 726 8,992

M 漫画 51 62 40 69 124 84 50 76 94 58 41 63 812

P紙芝居 68 54 54 54 64 43 66 75 40 44 55 65 682

Y 幼児向け 266 230 253 253 207 211 225 217 198 236 217 279 2,792

児童雑誌 90 63 72 66 69 45 57 44 50 52 70 66 744

合計 12,334 12,186 12,312 13,430 13,662 12,115 13,263 13,732 12,849 13,198 12,549 13,973 155,603
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イ．対図書館を除く団体貸出

【対図書館を除く団体貸出冊数】（※未登録資料を除く）

冊数 61 2,406 583 1,021 0 5,363 1,070 4,343 0 14,847

※このほか、未登録資料を199冊貸出

その他 小計内訳
幼稚園
保育所

小学校 中学校 高校
その他の
学校

各種団体 読書会 業務

23年.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 24年.1月 2月 3月 合計

冊数 974 777 1,171 933 1,484 1,370 2,120 1,445 1,297 1,106 1,607 563 14,847

【月別の対図書館を除く団体貸出冊数】（※未登録資料を除く）

※このほか、未登録資料を199冊貸出

ウ．対図書館への貸出・借受

【貸出冊数】（未登録資料を除く、長期貸出や展示協力を含む） (単位:冊）

内訳 一般書 児童書 雑誌 郷土資料 AV その他 合計

高知県内 13,214 8,360 378 470 112 28 22,562

高知県外 209 16 77 139 0 2 443

合計 13,423 8,376 455 609 112 30 23,005

【借受冊数】 (単位:冊）

高知県内 四国内 四国外 小計 国会図書館

- 191 227 418

71 60 21 152

47 2 64 113

118 253 312 683 714

その他

合計

都道府県立図書館

市町村立図書館 31

23年.4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 24年.1月 2月 3月 合計

冊数 1,313 1,748 1,654 2,268 1,622 2,638 1,847 2,088 2,015 1,930 2,119 1,763 23,005

【月別の対図書館への貸出冊数】（未登録資料を除く）

エ．レファレンス

事項調査 所蔵調査

一般資料 2,158 5,997 8,155

郷土資料 943 1824 2,767

393 1,786 2,179 8,737

3,494 9,607 13,101 38,723

出納冊数

合計

成人室 29,986

子ども読書室

受付
質問内容別

合計
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② 障がい者サービスの拡充

図書館利用に障がいのある方がいつでも図書館が利用できるよう、宅配貸出サービス、

対面音訳サービス、大活字本の購入等を実施した。

著作権法改正に伴い、今年度からはサピエ図書館会員となり、9 月からは学習障害など

で活字を集中して読むことができない方にもデイジー録音図書等を提供できる障がい者サ

ービスを開始した。また、県立図書館の対面音訳サービスが、南国市立図書館でも利用で

きるようになった。

これらのサービスを充実するため、移動図書館の車体に広告を掲載し、広告収入を財源

に充てた。23 年度は、車体に山本貴金属地金株式会社の広告を掲載している。

ア．宅配貸出サービス(平成 24 年 3 月末現在)

図書館利用が困難な方に対して、往復無料で貸出資料を送付した。

・延利用者数： 77 名

・貸 出 冊 数： 363 冊

イ．対面音訳サービス(平成 24 年 3 月末現在)

視覚障がいにより読書が困難な方に図書等を音訳した。

・実施回数： 221 回

・利用者数： 4 名

・音訳者数： 7 名

ウ．対面音訳ボランティアスキルアップ研修会

南国市立図書館で対面音訳ボランティア活動ができる方を対象に、研修会を開催した。

・回 数： 4 回

・参加者数： 延 17 名

・会 場： 南国市立図書館

エ．大活字本の購入冊数

3 年ほど前から大活字本の新刊を全点購入していたが、今年度は既刊で購入できてな

かったものも合わせて買い揃えた。

平成 20 年度から 22 年度の 3 年間の平均購入冊数は 146 冊、平成 23 年度の購入冊数は

317 冊。（子ども読書室に排架した「大きな活字の青い鳥文庫」50 冊を含む。）

オ．障がい者サービス（平成 23 年 9 月から開始）

視覚により認識する図書を、そのままの方式では利用することが困難な方に、デイジ

ー録音図書等を貸し出した。

・延利用者数： 16 名

・貸 出 点 数： 65 点（うち複製したデイジー録音図書 33 点）
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③ 各種事業の実施

定例行事（おはなしの時間、LimLim～あかちゃんのためのおはなし会～）の他に、夏休

みや読書の日に合わせた行事（子ども読書の日・おはなし会、夏休み図書館アドベンチャ

ー、アジアンワールド）を開催した。

行 事 名 開 催 日 時
参加者

等(延)
内 容

おはなしの時間
毎週土曜日

11:00～11:30
243 人

小学生・幼児を対象。子どもと本とのか

かわりを深めてもらうことを目的として、

おはなしや絵本の読み聞かせを行った。

LimLim～赤ちゃ

んのためのおは

なし会～

毎月第３水曜日

10:30～11:00

8 月はお休み

155 組

乳幼児と保護者を対象。読書への関心を

高めてもらうため、一緒になって絵本の読

み聞かせや手遊び、わらべうた、パネルシ

アターなどを行った。

子ども読書の日

・おはなし会
Ｈ23.4.23(土) 9 人

幼児から小学生までを対象。読書の楽し

さを体験してもらい読書活動を促進する

ため、絵本の読み聞かせやストーリーテリ

ング、工作などを行った。

夏休み図書館ア

ドベンチャー

Ｈ23.8.3(水)

～8.4(木)
23 人

小学生を対象。クイズを通して、本の検

索方法などの図書館の活用方法を学んだ。

今年度は国際交流員の金恵栄さんと一緒

に韓国絵本の読み聞かせや韓国について

のクイズを行った。

アジアンワール

ド
Ｈ23.11.3(木) 61 人

子どもから大人までを対象。国際交流員

の金恵栄さんと一緒に韓国民族衣装の折

り紙や、韓国絵本の読み聞かせを行った。

また、室内全体をアジア風に模様替えして

民族衣装の試着コーナーを設け、アジアの

国々についての本の展示をした。

④ 各種資料・レポートの作成・提供

今後の利用促進につなげるため、館内に所蔵する図書をテーマごとにわかりやすく整理

した資料リストを作成し、一般県民や関係機関に配布した。

資料・レポート名 内 容

おいしく食べてもっと元気に！

栄養バランスや食の安全について学べる本、健康や

病気の改善に役立つレシピ本、食育関連本など、食と

健康にまつわる本を 29 ページ全 187 タイトルにて紹

介した小冊子

ビジネスに活かせる！著作権の本
ビジネスに役立つ著作権関係本(著作権法、著作権

ビジネス、コンテンツビジネス等)をリストアップし

たもの。A4 表裏 22 タイトル

図書館で見つける元気で安心な

くらし☆くらしの安全・トラブル

解決 総合編☆

図書館を活用して、防災や減災の知識、生活上のト

ラブル解決方法などの探し方を案内したパスファイ

ンダー

おはなしのマッチばこ
「ストーリーテリング勉強会」のレポート

（毎月発行）№332～№342

土佐のわらべ
「子どもの本の読書会」のレポート

（№359～№370）
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⑤ 関係機関との連携

ア．高知県図書館協会 (46 ページに実績掲載)

第 39 回高知県図書館大会や市町村職員等研修会(ブロック別研修会)を共催した。

イ．教育機関

a 県内の中学・高等学校の生徒の職場体験研修や大学生のインターンシップの受け

入れに協力した。5 中学・1 高校・2 大学から計 21 名を受け入れた。

種 別 教育機関名 実 施 期 間 日 数 受入数

職 場 体 験

学習

高知市立西部中学校 5 月 11 日～5 月 13 日 3 日 3 人

高知市立朝倉中学校 5 月 17 日～5 月 21 日 5 日 2 人

高知市立城東中学校 5 月 24 日～5 月 26 日 3 日 3 人

高知市立一宮中学校 7 月 13 日～7 月 14 日 2 日 2 人

県立春野高等学校 8 月 2 日～8 月 4 日 3 日 3 人

高知県立高知南中学校 10 月 6 日～10 月 7 日 2 日 2 人

インター

ンシップ

高知県立大学 8 月 7 日～9 月 8 日 10 日 2 人

高知工科大学 8 月 5 日～9 月 16 日 10 日 4 人

合計 38 日 21 人

ｂ 館内の見学や図書館の利用方法等を学習してもらう図書館見学を受け入れた。

2 保育園・7 小学校・1 中学校・1 児童クラブから 267 名を受け入れた。

学校名 市町村名 見学日 見学時間 学年 人数 内容

高知県立盲学校 高知市 5月 13日 30 分 ― 12 人 自由読書

江ノ口小学校放

課後児童クラブ
高知市 8月 24日 1時間10分 ― 21 人

読み聞かせ

図書館見学

黒岩小学校 佐川町 10 月 13日 2時間15分
1～3

学年
30 人

図書館見学

読み聞かせ

自由読書

宇佐小学校 土佐市 10 月 14日 1時間45分 4 学年 28 人 自由読書

江ノ口小学校 高知市 10 月 14日 15 分 1 学年 43 人 自由読書

朝ヶ丘中学校 須崎市 10 月 14日 15 分 3 学年 4 人 自由読書

稲生小学校 南国市 10 月 27日 1 時間
1、2

学年
32 人

館内見学

読み聞かせ

自由読書

波介小学校 土佐市 11 月 2 日 1 時間
1,2

学年
35 人

図書館見学

読み聞かせ

田野小学校 田野町 2 月 28 日 1 時間 1 年生 21 人
図書館見学

読み聞かせ

宮ノ前保育園 高知市 3 月 6 日 1時間30分 園児 13 人 自由読書

小高坂保育園 高知市 3 月 8 日 45 分 園児 28 人 自由読書
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ウ．高知県子ども創作童話研究会

小学生を対象に、創作絵本作りを通して想像力を育むとともに、本の世界に入ってい

く動機付けとすることを目的とするもので、高知県子ども創作童話研究会と共催した。

行事名 開催日 内容 参加者数

第 36 回夏休み子

ども童話教室
7 月 21 日(木)～23 日(土)

世界でたった一つの絵

本作り
50 人

エ．高知おはなしの会

ストーリーテリングの技術を学び合い理解を深めてもらうため、大人を対象として

を実施した。

行事名 開催日 内容 参加者数

大人の楽しむお

はなし会
10 月 15 日

おはなしを語るという実技を通して、ス

トーリーテリングの技術等を学んだ。
33 人

オ．こうち若者サポートステーション

｢若者進路相談会＠高知県立図書館｣として、15 歳～39 歳までの若者及びその保護者を

対象とした、就労相談会を実施した。

・開 催 日：毎月第 2 土曜日（2 月は祝日と重なったため、第 3 土曜日に実施）

・相談人数：41 人（全 12 回の延べ人数）

カ．土佐史談会

同会主催の郷土史講演会や史跡めぐり・郷土歴史散歩などの各種行事に協力した。

キ．読書推進運動協議会

第 65 回読書週間等のＰＲのため、県内の図書館や関係団体にポスターを配布した

ク．こうちミュージアムネットワーク

教育普及部会幹事館の一員として「専門的職員リスト２０１１」を作成し、ネットワ

ーク主催の博物館連携講座（全 9 回）開催をサポートした。
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３ 市町村支援の充実

概 況

本県における公立図書館の設置状況は昨年度末と変わらず、24 年 3 月末現在の設置率は

61.76％である。図書館未設置町村が多く、財政状況も大変厳しいものがある。こうした状

況の中、県内読書環境を向上することを目的として、物流体制の充実や移動図書館の巡回

及び職員派遣などを通じて市町村立図書館や公民館図書室、学校図書館等の支援を実施し

た。

23 年度は、「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用して、書架整備や図書購入、図書館

システムの導入など図書館環境の充実を図った図書館があった。

【図書館設置率（平成 23 年度末）】

(1) 人的支援の充実

県内の読書環境を整備・充実するため、市町村立図書館や公民館図書室等に対して図書

館業務に関する専門的なアドバイスや巡回訪問による支援を行った。

23 年度は中央ブロック（15 市町村）に担当司書を配置し、ブロック内の市町村立図書

館や公民館図書室へ日常的に出向いて相談助言を行った。

＜中央ブロック＞

担当の職員を配置し、巡回訪問回数が増えたことにより小さな困りごとにも気軽に相談

できる関係ができた。その結果、各図書館や公民館図書室への支援方向が明確になり個別

のアドバイスとフォローを組み合わせながらの支援体制ができ始めた。平成 24 年 3 月末現

在で 81 回巡回訪問を行った。

＜その他＞

人的な支援を希望する市町村立図書館等に対しては、平成 24 年 3 月末現在で、23 回に

わたり、収蔵資料の整理や書架の基本的な分類についてのアドバイス・読書活動の援助等

を行った。また、様々な情報共有や各図書館現場での現状を把握することにより連携を深

めるため、中央ブロック以外の巡回訪問は、平成 24 年 3 月末現在で、30 回行った。

＜依頼による訪問支援＞

期日 支援先 支 援 内 容

１ 7 月 23 日 土 土佐市立市民図書館宇佐分館 図書館まつり運営補助

２ 7 月 23 日 土 土佐市立市民図書館戸波分館 図書館まつり運営補助

３ 7 月 24 日 日 土佐市立市民図書館 図書館まつり運営補助

４ 8 月 9 日 火 室戸高等学校図書館 除籍作業

５ 8 月 9 日 火 仁淀川町中央公民館図書室 購入本のチェック及び受入作業

市町村名 自治体数 設置自治体数 設 置 率

市 11 11 100．00％

町 17 8 47．06％

村 6 2 33．33％

合 計 34 21 61．76％
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期日 支援先 支 援 内 容

６ 8 月 10 日 水 仁淀川町中央公民館図書室 購入本のチェック及び受入作業

７ 8 月 10 日 水 香美市立図書館（楠目小学校） 購入本の受入作業及び廃棄本の選定

８ 8 月 11 日 木 香美市立図書館（楠目小学校） 購入本の受入作業及び廃棄本の選定

９ 8 月 20 日 土 香美市立図書館 図書館まつり運営補助

10 8 月 24 日 水 中土佐町上ノ加江公民館図書室
手遊びを含むストーリーテリング等お話

の会支援及び移動図書館での選書

11 9 月 1 日 木 芸西村立図書館 館内配置図作成補助

12 9 月 2 日 金 香美市立図書館（片地小学校） 机や書棚の配架レイアウトアドバイス

13 9 月 8 日 木 香美市立図書館（山田小学校） 蔵書整理アドバイス

14 9 月 13 日 火 香美市立図書館（楠目小学校） 購入本の受入作業及び廃棄本の選定

15 9 月 14 日 水 香美市立図書館（楠目小学校） 購入本の受入作業及び廃棄本の選定

16 9 月 15 日 木 仁淀川町中央公民館図書室 図書受け入れ作業補助

17 10 月 4 日 火 三原村中央公民館 蔵書資料の分類

18 10 月 26 日 水 梼原町地域活力センター図書室 蔵書資料の分類

19 11 月 29 日 火 津野町 葉山図書室 図書室レイアウトアドバイス

20 12 月 7 日 水 いの町立図書館（吾北小学校） 除籍本のアドバイス

21 1 月 17 日 火 宿毛市立坂本図書館
除籍資料の選別アドバイス

22 1 月 18 日 水 宿毛市立坂本図書館

23 3 月 9 日 金 奈半利町町民会館図書室 館内改装によるレイアウトアドバイス

(2) 物的支援の充実

① 物流体制の充実・強化

23 年度の特徴として、発送回数を週 1 回から週 2 回に増便したことや、高知学園短期

大学、高知県立大学、高知短期大学、高知県国際交流協会と「相互協力協定」を締結した

こと等があげられる。また、市町村立図書館等の要望に応じたセット展示も好評で 46 セ

ットを貸出した。その他、高知市以外の県立高等学校図書館 11 校について、県立図書館

の資料を協力貸出する際に物流体制を利用できるようにした。

＜物流体制を利用した貸出数等＞

22 年度 23 年度

協力貸出冊数 24,055 26,402

物流総冊数 68,894 74,369
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② 移動図書館

県民が自分の目で見て本を選ぶ機会を提供し、公民館図書室・小学校図書室の活性化を

促すため、36 コースを年間 5 回程度巡回し、図書の配本・交換を実施している。

この他、15 団体から地域のイベントに参加要請があり、夏休み期間や予備日を利用して

巡回した。

＜巡回実績＞ 平成 24 年 3 月末現在

貸出冊数 貸出冊数

(前年同期)

利 用 団 体（平成 23 年度）

図書館・

公民館

保育所・

幼稚園
小学校 中学校 その他 合 計

70,863 68,028 45 33 52 8 6 144
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４ 人材育成

図書館職員の資質向上や図書館サービスの充実を図るため、図書館サービス研修体系を構

築した。また、図書館内研修では、県立及び市町村立図書館職員並びに読書活動推進関係者

等を対象として、基礎、中級、上級に区分したステップ・アップできるような体系とした。

図書館サービス研修体系

全体概要

図書館内研修のステップ・アップ

(1) 司書の体系的研修

図書館サービス基礎研修を 3 回開催し、延べ 85 名が参加した。

開催日 内容 参加者 会場

4 月 26 日

(火)

入門編

講師：県立職員各担当
39 名 県立図書館

6 月 24 日

(金)

レファレンス編

講師：山重壮一県立図書館利

用サービス担当チーフ

22 名 県立図書館

8 月 26 日

(金)

資料組織化編

講師：谷岡祥子県立図書館情

報資料担当チーフ

和田幸県立図書館司書

24 名 県立図書館
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(2) 分野別専門司書の育成

県立の職員がレファレンス能力を高めるため専門分野を持ち、下記の県外研修へ参加した。

期間 研修名 備考

１ 23.6.4～6.5 ビジネスライブラリアン中級講習会

２ 23.10.1～11.30 鳥取県立図書館長期研修 ※

３ 23.10.13～10.14 全国図書館大会

４ 23.11.15～11.17 国立国会図書館レファレンス研修 ※

５ 23.11.24～11.28 ビジネスライブラリアン講習会 ※

６ 23.11.27～11.30 障害者サービス担当者向け講座 ※

７ 23.12.13～12.16 中国・四国地区図書館地区別研修

８ 24.1.26～1.27 全国公共図書館研究集会

９ 24.2.26～2.27 児童図書館研究会東京学習会

(3) 司書のキャリアアップ

23 年度、1 名が日本図書館協会認定司書の資格を取得した。

また、県内研修の講師を務めることができる人材を育成するために、「研修報告会」を

開催した。｢研修報告会｣は、平成 24 年 1 月 27 日に市町村立図書館等職員にも案内を出

して、県立図書館を会場に、上記研修の※印について情報共有を図った。

その他、e-ラーニングや四国地区公共図書館連絡協議会の実務担当者会、著作権セミ

ナー等に参加して、司書としてのキャリアアップに努めた。

＜e-ラーニングの参加内容＞

・国立国会図書館遠隔研修 「資料電子化の基礎」「科学技術情報－概論－」

(4) 市町村図書館職員等への研修

県内図書館等の更なるサービスの向上のために、図書館関係者等を対象とした研修を

実施し、資質向上を図った。

① 図書館テーマ別研修

選書等についての研修会を 2 回開催し、延べ 68 名が参加した。

開催日 内容 参加者 会場

7 月 25 日

(月)

選書について

講師：山重壮一利用サー

ビス担当チーフ

26 名 高知県職員能力開発センター

11 月 7 日

(月)

寄贈本と除籍

講師：山重壮一利用サー

ビス担当チーフ

42 名 県立図書館

＊上記の他、著作権についても研修を行った。この研修は、高知県図書館協会と

共催して、市町村図書館等ブロック別研修(後期)として開催した。

② いつでも研修

市町村の図書館(室)職員を県立図書館に受け入れて研修を行った。

期日 支援先 支 援 内 容

12 月 16 日 金 三原村公民館図書室 図書館サービスの基礎
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③ どこでも研修 （講師派遣）

県立図書館の職員を市町村立図書館や小学校等から依頼を受けて、読み聞かせの講師、

破損図書の補修実技講師などに派遣した。

期日 支援先 支 援 内 容

１ 6 月 7 日 火
学校図書館協議会

高岡支部

リストブックの活用について

（須崎市立多ノ郷小学校）

２ 6 月 24 日 金 高知南高等学校 読み聞かせ講座講師

３ 7 月 1 日 金
学校図書館協議会

高岡支部

調べ方学習研修会 公開授業及び講話

（土佐市立高岡第一小学校）

４ 7 月 8 日 金
四万十町 大正公民

館図書室
絵本の読み聞かせ研修会講師

５ 7 月 29 日 金 南国市立図書館 破損図書の補修実技

６ 8 月 10 日 水
学校図書館協議会

香美・香南支部

研修会講師 ブックトーク、実技等

（香美市山田小学校）

７ 9 月 30 日 金
梼原町地域活力セン

ター図書室
読み聞かせ講座講師

８ 11 月 16 日 水 いの町立図書館
著作権及び図書館の利用について

（伊野南中学校）

９ 1 月 24 日 火 高知南中学校 職業別ガイダンスの講師

④ 読書活動推進のための勉強会等

定例会 3 件(ストーリーテリング勉強会、子どもの本の読書会、ブックトーク勉強会)

を開催し、延べ 329 名が参加した。

行事名 開催日時 参加者（延） 内容

ストーリーテリ

ング勉強会

毎月第２水曜日

9:30～12:00

161

人

保育者・図書館職員・ボランティア

などを対象。ストーリーテリング（素

話し）の能力を高めてもらうことを目

的として、その実技等の学習を行っ

た。

子どもの本の読

書会

毎月第２木曜日

10:00～12:00
97 人

子どもの本に関心のある方や図書

館職員などを対象。参加者が子どもに

すすめる本を選んだり、紹介しあった

りして、子どもの本についての研究を

行った。

ブックトーク勉

強会

毎月第３金曜日

10:00～12:00
71 人

図書館職員、ボランティアなどを対

象。子どもたちの読書の領域を広げる

ために、テーマに合った資料を紹介し

あうなど、ブックトークの実際につい

て学習を行った。
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⑤ 高知県図書館協会との共催研修等

市町村職員等ブロック別研修会及び第 39 回高知県図書館大会を共催した。

・ブロック別研修会：6 回、参加者延べ 135 名

・図書館大会：1 回、参加者 110 名

行事名 開 催 日 内 容 会 場 参加者

市 町 村 図

書 館 職 員

等 ブ ロ ッ

ク 別 研 修

会（前期）

6 月 6 日(月)
東

部

・ストーリーテリングについて

・手あそびをやってみよう

講師：森田宰子県立図書館

司書

・情報交換等

四万十町農村環

境改善センター
25 名

6 月 13 日(月)
中

部

いの町立図書

館
26 名

6 月 20 日(月)
西

部

夜須町中央公民

館
22 名

第 39 回高

知 県 図 書

館大会

10 月 10 日(月)

住民と一緒に作る図書館

・基調講演

「いつの間にか日本一」

滋賀県立愛荘町立図書館館長

西河内 靖泰さん

・県内活動報告

「笑顔 0 円からのスタート」

本山町立本山さくら図書室

田岡 望美さん

・グループトーク

高知大学朝倉キ

ャンパス 110 名

市 町 村 図

書 館 職 員

等 ブ ロ ッ

ク 別 研 修

会（後期）

1 月 30 日(月)
西

部

・県外派遣研修報告

報告者：南国市立図書館

門脇 千佳さん

・著作権について

・新図書館の概要

講師：山重壮一県立図書

館利用サービス担当

チーフ

・情報交換会

四万十市立図

書館
17 名

2 月 6 日(月)
東

部

芸西村立図書

館
22 名

2 月 13 日(月)
中

部

本山町プラチナ

センター
23 名
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５ 資料収集、保存、提供

(1) 郷土資料等未登録資料の整理

未登録のまま所蔵されていた郷土資料のうち「竹村家資料」（約 70 点）の受け入れが終

了したほか、大野康雄新聞スクラップ文庫（約 1,400 点）も大半を受け入れた。貴重資料

のデジタル化には着手できていないが、マイクロフィルムで所蔵していた「高知県神社明

細帳」、「川北文書」、「宇賀家文書」等のデジタル移行を完了させた。

(2) 行政資料の整備・充実

例年通りメール、電話、直接訪問等で県庁の各部署（県立学校・警察を含む）に作成資

料の寄贈および国会図書館への納本を呼び掛けた。近年紙ベースでの資料作成を取りやめ

るところが増加傾向にあるが、全部署の約半数にあたる 120 部署余りから寄贈を得、納本

資料を国会図書館に送付した。

(3) 出版事業

資料として保存するとともに、郷土史研究の振興に寄与するために、中世末から明治初

年までの土佐に関する史料を集成した『土佐國群書類従拾遺』（原本は戦災で焼失）を、国

立公文書館内閣文庫所蔵の写本を底本として、全 7 巻の予定で翻刻出版する。

計画の第 1 年目にあたる 23 年度は、同書のうち、神社関係の史料をまとめた神祇部（巻

1～6）と、法令関係の史料をまとめた法度部（巻 7～巻 12、ただし巻 8 欠）のうち巻 7 か

ら巻 11 までを第 1 巻として刊行した。
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◇ 参考資料

文献発表 高知県立図書館司書 山本 那美

図書館雑誌３月号原稿＜レファレンス三題噺＞高知県立図書館の巻

みんなで創る知の拠点
～チームレファレンスのススメ～

高知城下、緑あふれる観光地に建つ高知県立図書館。その歴史は古く、前身である高知書籍館の

設置は明治 12 年に遡ります。坂本龍馬をはじめ多くの歴史的人物を輩出している土地柄もあってか、

レファレンスは郷土史関係が多数を占めることが特徴です。

しかし近年、その状況にじわじわと変化が起こっています。例えば常時 10 箇所以上で行っている

館内展示や、研修会等での「出前図書館」を通し、生活上の課題を解決する図書館の役割について

宣伝してきたためでしょうか。ここ３年のレファレンス件数（4 月～12 月末）を比較すると、平成

21 年度は郷土 1814 件／一般 4722 件だった実績が、22 年度には郷土 1945 件／一般 5476 件、この

23 年度には郷土 1968 件／一般 6150 件と、全体量の増加とともに一般レファレンスの比率を増やし

ています。（※事項・所蔵問合せ総数、児童関係を除く）。

カウンターは児童・一般の２箇所、そこに立つ職員は誰もがあらゆる調査依頼に応じねばなりま

せん。新館移転を控え更なる調査増加が見込まれることもあり、皆が知識や技能を共有して力を伸

ばしていこうと、今年度半ばより月 1 度のレファレンス事例検討会を始めました。

そこで改めて実感したことが、レファレンスにおけるチームワークの大切さです。本稿では、こ

の事例検討会で取り上げた中から、チームワークを活かして解決した３例をご紹介いたします。

その１

植物の葉や果実にあるという「ゆのう」を図示した資料をみたい

アロマの液をこの「ゆのう」から抽出するらしいので図を見たいという市町村図書館からの電話

です。

「アロマテラピー」を手がかりに関連本を見に行った職員。『アロマテラピー用語辞典』（日本アロ

マ環境協会 2008）p.20「分泌部位」に、芳香物質を含む「油細胞は主にシソ科の植物の葉の表面など

では油胞、ミカン科の果皮などでは油嚢あるいは油房と呼ばれる」との説明を見つけました。しか

し図はなく、他の本にも“精油を蓄える小さな袋”程度の説明文しかありません。

初心に戻って百科事典、そして植物図鑑も引きますが、やはり図がありません。471.1（植物形態

学）の棚でようやく『植物解剖学入門』（八坂書房 1997）p.113 に、アヤメ科花弁の「香油腺」の顕微

鏡写真を見つけますが、お求めのものとは少し違うようです。行き詰まり、書庫の奥底で古書『香

茅類と其の精油』（日本香料協会 1948）をそっと開くも見つからず･･･。

しかしここでビジネス支援担当のチームメンバーが、「食品加工の方はどうか？」と全く新しい視

点を提案します。早速『食品加工総覧 11』（農山漁村文化協会 加除式）を見ると、「ユズ」項目中 p.601

に「果皮の油胞」の拡大写真を発見！そこで高知の名産品ユズの本を見に郷土書架へ走ると、『ユズ

の香り』（フレグランスジャーナル社 2008）p.36、『ゆず芳香資源活用推進事業報告書』（高知県農林水産部園芸

流通課 1998）p.5 などに「油胞」の位置を示す果実構造図を見つけました。

ならば参考図書も園芸関係を見ようと、『園芸植物大事典』（小学館 1990）を引きます。「ゆ」の欄
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に項目はありません。しかしこの職員はあきらめませんでした。先ほどの図で油胞が「アルベド（中

果皮）・フラベド（外果皮）」とともに紹介されていたことから、「アルベド」で引きなおしたのです。

すると･･･6 巻 pp.2-3 に「アルベド／ダイダイの果実の断面図と横断面」という図があり、「第一次

油胞、第二次油胞」の位置が示されています。「果皮部外側の油胞を含む部分がフラベド」と説明が

ついた断面写真も付されており、写真でも油胞を確認することができました。

チームワークを発揮して様々な視点を出しあうこと、そして調査中に得た知識を活かし、多方面

から粘り強く調べることの大切さを実感させられた事例でした。

その２

進行性核上性麻痺について、できるだけ専門的な資料を借りたい。

最近では専門的な医学情報を求める問合せも、月に１～２回やってきます。ちょうどこの前月に

も、耳慣れない病名に慌てた事例があり、検討会で調査の流れを学習したばかりでした。

さてこの日、健康情報サービス担当は不在。今回も知らない病名です。当館には医学系データベ

ースが導入されておらず、論文等含め専門的な医学情報を必要とする方には、「医療情報サービス

Minds」等インターネット上の検索ツールや、外部機関を紹介してきました。しかしネットを利用で

きない方も多く、この方もまた来館当日の資料貸出を希望でした。自館 OPAC は全くヒットしません。

しかしこの職員は慌てず、前月勉強していた、「病気の概要を確認して、その診療科の本をあたる」

という流れで調査を続けました。まずはこの１冊と学習した『今日の治療指針 2011』（医学書院 2011）

から。各分野の専門家が疾患の説明や最新治療法を毎年書き下ろし、主要な診療ガイドラインも収

録する１冊です。進行性核上性麻痺については「脳神経内科分野」の教授が記述。「パーキンソン病

に類似する」「神経変性疾患」で、厚生労働省調査研究班から『進行性核上性麻痺（PSP）診療とケ

アマニュアル』が出されていること、「特定疾患医療費公費負担制度」の対象であることなどが分か

りました。また、公益財団法人難病医学研究財団の「難病情報センター」のサイト

（http://www.nanbyou.or.jp）には進行性核上性麻痺の説明があり、前述の『診療とケアマニュア

ル』のほか、『転倒防止マニュアル』『パーキンソン病と関連疾患（進行性核上性麻痺、大脳皮質

基底核変性症）の療養の手引き』をダウンロードできます（最終確認 2011 年 1 月 6 日、情報更新日 2009 年 2

月 16 日）。

これにて、進行性核上性麻痺とは「難病」の特定疾患で「パーキンソン病関連」であり、「神経変

性疾患」として「脳神経内科分野」で受診すると分かりました。該当分野の貸出可能本にあたりま

す。まず特定難病（493.11）の棚から。『難病の診断と治療指針１』（東京六法出版 2005）pp.225-235

に「パーキンソン病関連疾患」として「進行性核上性麻痺」についての記載がありました。次は神

経系疾患（493.73）の棚へ。『神経疾患最新の治療 2009-2011』（南江堂 2009）pp.188-189 などに記

載が見つかりました。

誰もが自館資料を最大限に活かして迅速に対応できるよう、事例検討会を行なう有効性を感じた

1 件でした。

その３

「々」という字の篆書体は？

高知市には「万々」という面白い地名があります。「まま」と読むのですが、この「々」という字

について、「篆書では一体どんな風に書くのか気になって夜も眠れない･･･」というお電話がありま

した。々は漢字でなく篆書も存在しないのでは･･･と直感しますが、「ない」ことを明らかにするに

は網羅的調査が必要。お客様の安眠を目指して調査開始です。
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まず『大漢和辞典』を引くと点部に々が出てきますが、説明は「同一文字疊用の記号」という一

言のみ。やはり記号のようです。次に『総合篆書大字典』（二玄社 2010）など篆書の辞典を引いて記

載がないことを確認。728（書道）の一般書架を物色、『篆書』（雄山閣 2005）の付録に「篆書規定の

ない文字Ⅰ、Ⅱ(国字)」一覧を発見し、〆などには篆書規定がないと分かりましたが、々の記載は

残念ながらありません。

しかしこれらの本から、狭義の篆書とは秦の始皇帝が統一した文字「小篆」を指し、この小篆を

基準とした中国初の字書が『説文解字』であると分かりましたので、『古代文字字典全集６ 説文解

字宝典』（木耳社 2011）にて、『説文解字』に々の記載がないことを確認。これで「々は篆書に存在し

ない」と言えるだろうと、お客様に調査経過の電話をします。ですが、「ない」という回答なのでご

納得を頂けません。

困り果てる職員に、他のメンバーから助け舟が！調査方針を変え、「々」が文字ではないことを説

明しようと 801.9（言語・文字によらない伝達）の棚を探していたのです。『句読点、記号・符号活

用辞典』（小学館 2007）には「同じ文字や語句をくりかえすとき、文字に代えて使われる符号」が集

められており、「々」（同の字点）について、「きまった音を持たないことから漢字ではなく符号とし

て扱われる」「踊り字」の一つと説明がありました。由来は、「漢文で使われた二の字点が日本に入

って変化したものとも、漢字「同」の異字体「仝」から変化したものともされている」とあります。

巻末には昭和 21 年に制定された「くりかえし符号の使ひ方[をどり字法]（案）」の全文が付録とし

てあり、「々」は「漢字一字を代表する」符号だと書かれています。

「々は文字ではなく日本で使われる符号であるから、中国古代の文字である篆書には存在しない」

ということで、ついにご納得を頂くことができました。

＊

レファレンスの回答を見出すたび、積年の努力で整理されてきた先人の知が集う図書館の力を感

じます。そして、皆で発想を出しあい埋もれた知を発掘する時、お客様から「こんな調べ方も見つ

けた」とご連絡頂く時、さらには調査の成果物を見せて頂いた時、知が息づいて循環し、未来に生

きる新たな知が図書館を舞台に誕生していく大きな喜びを感じます。知の拠点として成長し続ける

図書館であるよう、力をあわせて取り組んでいきたいと思います。
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本館の利用状況の推移

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

274 285 274 285 288

263,493 269,144 252,591 251,521 244,870

40,172 43,903 44,365 43,362 45,651

101,456 113,099 118,775 119,551 127,582

36,532 38,365 34,161 28,013 28,021

137,988 151,464 152,936 147,564 155,603

504 531 558 518 540

6,370 6,336 9,499 17,871 15,046

9,193 9,135 12,204 19,496 23,005

449 543 524 667 714

2,122 3,314 4,158 4,995 5,709

10,508 8,017 8,148 9,768 10,922

2,066 1,979 1,909 2,019 2,179

12,574 9,996 10,057 11,787 13,101

165 180 188 183 221

※注１

※注２

※注３

※注４

※注５

※注６

「本館」のシステムで予約処理をかけた、のべ件数
（団体からの予約は含まない）

資料の所蔵の有無や、所蔵場所についての質問、事項についての調べ物や問合せの合計件数

「本館」の貸出システムを利用した、のべ人数
（「宅配サービス」の利用者を含む）
※平成23年度より新たに「障害者サービス」の利用者を含む（システムを通さず利用した人数も含
む）「本館」の貸出システムで貸出した、のべ貸出冊数
（「宅配サービス」の貸出冊数、書庫本の館内貸出の冊数も含む）
※平成23年度より新たに「障害者サービス」の利用者への貸出点数を含む（システムを通さず貸出
した点数も含む）
「個人」「宅配」「図書館」以外への、のべ貸出冊数で、未登録資料の貸出冊数を含む
（学校、企業、役場や教育委員会、読書会などが含まれる）

「図書館」への、のべ貸出冊数
（長期貸出や展示協力なども含まれる）

開館日数（日）

入館者数（人）

合計

個人貸出利用者数(人）※注１

区分

個人貸出
（冊）
※注２

一般図書

児童図書

合計

対面音訳（回）

一日平均個人貸出（冊）

対図書館を除く団体貸出（冊）※注３

他図書館への貸出（冊）※注４

他図書館からの借受（冊）

個人予約（件）※注５

レファレンス
（件）
※注６

成人室

子ども読書室
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【高知県内公共図書館一覧表】（平成 24 年 4 月 1 日現在）

番

号
郵便番号 住 所 図 書 館 名 電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号

1 780-0850 高知市丸ノ内 1 丁目 1 番 10 号 高知県立図書館 088-872-6307 088-872-6479

2 781-7102 室戸市浮津 2404-5 室戸市立市民図書館 0887-22-0161 0887-22-1120

3 784-0001 安芸市矢ノ丸 3 丁目 12-29 安芸市民図書館 0887-35-5638 0887-35-5638

4 783-0006 南国市篠原 1801-5 南国市立図書館 088-863-0469 088-863-0220

5 780-0870 高知市本町 5 丁目 1-30 高知市民図書館 088-823-9451 088-823-9352

6 780-0935 高知市旭町 3 丁目 121 高知市立旭市民図書館 088-872-0322

7 780-8010 高知市桟橋通 2 丁目 1-50 高知市立潮江市民図書館 088-832-4044 088-832-4049

8 780-0051 高知市愛宕町 1 丁目 10-7 高知市立江ノ口市民図書館 088-873-7600 088-873-7600

9 780-0815 高知市二葉町 10-7 高知市立下知市民図書館 088-883-3000 088-883-3000

10 781-0270 高知市長浜 690-5 高知市立長浜市民図書館 088-841-2013

11 781-0304 高知市春野町西分 340 高知市立春野市民図書館 088-894-5554 088-894-5523

12 781-1101 土佐市高岡町甲 2177 土佐市立市民図書館 088-852-3333 088-852-3484

13 781-1161 土佐市宇佐町宇佐 888-1 土佐市立市民図書館宇佐分館 088-856-2837

14 781-1134 土佐市家俊 1899-1 土佐市立市民図書館戸波分館 088-855-0805

15 785-0013 須崎市西古町 6-15 須崎市立図書館 0889-42-2141 0889-42-2141

16 787-8501 四万十市中村大橋通 4 丁目 10 四万十市立図書館 0880-35-2923 0880-35-2960

17 788-0001 宿毛市中央 2 丁目 7-14 宿毛市立坂本図書館 0880-63-2654 0880-63-1319

18 787-0306 土佐清水市幸町 4-19 土佐清水市立市民図書館 0880-82-4151 0880-82-4160

19 781-7301 安芸郡東洋町大字野根丙 1795 東洋町立図書館 0887-28-1674 0887-28-1674

20 781-6410 安芸郡田野町 1456-41 田野町立図書館 0887-38-2511 0887-38-7000

21 781-5701 安芸郡芸西村和食甲 1262 芸西村立図書館 0887-33-2959 0887-32-2014

22 781-5332 香南市香我美町徳王子 2220-1 香南市香我美図書館 0887-55-0022 0887-55-0022

23 781-5232 香南市野市町西野 594 香南市野市図書館 0887-56-3434 0887-56-3435

24 781-3521 土佐郡土佐町田井 1488-1 土佐町立図書館 0887-82-1800 0887-70-1317

25 782-0031 香美市土佐山田町東本町 2-1-20 香美市立図書館 0887-53-0301 0887-53-5737

26 781-4292 香美市香北町美良布 1103-4 香美市立図書館香北分館 0887-59-4550 0887-59-4550

27 781-4401 香美市物部町大栃 1390-1 香美市立図書館物部分館 0887-68-2058

28 781-2110 吾川郡いの町元町 41 いの町立図書館 088-850-4360 088-850-4362

29 781-2153 高岡郡日高村本郷 192 日高村立図書館 0889-20-1533 0889-20-1533

30 789-1201 高岡郡佐川町乙 1862-1 佐川町立図書館 0889-20-0202 0889-20-0202

31 786-0004 高岡郡四万十町茂串町 9-20 四万十町立図書館 0880-22-5000 0880-22-5001

32 789-1931 幡多郡黒潮町入野 6931-3 黒潮町立大方図書館 0880-43-2110 0880-43-0222

33 789-1720 幡多郡黒潮町佐賀 1092-1 黒潮町立佐賀図書館 0880-55-3150 0880-31-4010

34 789-1931 幡多郡大月町弘見 2084 大月町立図書館 0880-73-0049 0880-73-0049

35 780-0844 高知市永国寺町 6-16 高知こどもの図書館 088-820-8250 088-820-8251
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開 館 時 間 等

◎ 開館時間

＊ 火曜日～金曜日 午前 9 時～午後 7 時

（ただし、子ども読書室は午前 9 時～午後 5 時）

＊ 土曜日・日曜日 午前 9 時～午後 5 時

◎ 休館日

＊ 月曜日

＊ 国民の祝日に関する法律に定める休日

（ただし、5 月 5 日、9 月 22 日及び 11 月 3 日は除く）

＊ 資料整理日（1 月～11 月の最終金曜日）

＊ 年末年始（12 月 29 日～1 月 4 日）

＊ 資料特別整理期間

◎ 交通案内

＊ 電車、バスで高知城前下車、徒歩 5 分

駐車場はありませんので、お近くの駐車場をご利用ください。
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